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ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド

Ｎ
Ｙ
で
盛
大
に
開
催

ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長

日
系
祭
典
に
初
登
場

沿
道
の
市
民
に
手
を
振
る
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ヤ
マ
グ
チ
さ
ん

花笠音頭でパレードを盛り上げる民舞座・花笠会の踊り。民舞座は今年結成 30 周年を迎える（写真・本紙三浦良一）

ア
ダ
ム
ス
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
る
魚
返
実
行
委
員
長
︵
左
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
感
謝
の
気

持
ち
の
表
明
と
、
日
本
文
化
の

紹
介
、
そ
し
て
日
系
社
会
の
連

帯
を
目
的
に
13
日
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ

エ
ス
ト
で
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー

ド
︵
大
会
名
誉
会
長
・
森
美
樹

夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
︶
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
81
丁
目
か

ら
67
丁
目
ま
で
日
系
98
団
体
約

２
５
０
０
人
が
着
物
姿
や
神
輿

で
行
進
し
、
沿
道
を
埋
め
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
約
５
万
人

︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
調
べ
︶
が
大
き
な

声
援
と
拍
手
を
送
っ
た
。

　
パ
レ
ー
ド
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ー

シ
ャ
ル
と
し
て
１
９
９
２
年
の

冬
季
五
輪
フ
ィ
ギ
ュ
ア
女
子
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
日
系
米
国
人
ア

ス
リ
ー
ト
、
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ヤ

マ
グ
チ
さ
ん
が
先
頭
の
オ
ー
プ

ン
カ
ー
か
ら
手
を
振
っ
た
。

ま
た
今
年
の
パ
レ
ー
ド
に

は
、
同
目
的
で
２
０
０
７
年
開

始
の
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
＠
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
以
来
16
年
間
の
歴

代
市
長
と
し
て
は
初
め
て
エ
リ

ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
式
典
に
出
席
し
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
誰
に
と
っ
て

も
住
み
や
す
い
街
で
あ
り
続
け

る
﹂
と
ス
ピ
ー
チ
、
魚
返
大
輔

大
会
実
行
委
員
長
︵
米
国
東
京

海
上
社
長
︶
に
Ｎ
Ｙ
市
か
ら
の

の
感
謝
状
を
贈
り
、
日
の
丸
の

小
旗
を
振
っ
て
ス
タ
ー
ト
か
ら

終
点
ま
で
一
緒
に
行
進
し
た
。

︵
関
連
記
事
５
、
19
、
20
面
に
︶

https://nipponexpressusa.com/
http://ymcatfv.org/
http://www.idocenter.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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春
の
装
い
で
外
出
楽
し
い

だ
。
一
方
で
、
お
し
ゃ
れ
に
ス

タ
イ
リ
ン
グ
し
た
い
日
は
プ
リ

ン
ト
が
可
愛
い
ガ
ー
ニ
ー
を
着

こ
な
す
。
休
日
は
大
抵
、
ロ
ウ

ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
で
く
つ
ろ
ぐ
。
友
人

関
係
が
出
来
上
が
っ
て
る
か
ら

居
心
地
が
良
い
し
、
進
化
を
続

け
る
街
だ
か
ら
同
じ
場
所
に
行

っ
て
も
常
に
新
し
い
発
見
が
あ

る
。﹁
こ
の
後
の
予
定
？
友
達

と
古
着
屋
巡
り
よ
。
ワ
ク
ワ
ク

す
る
わ
﹂。
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ラ

ン
ド
を
気
軽
に
試
せ
る
古
着
購

入
は
、
環
境
保
護
意
識
も
相
俟

っ
て
ミ
レ
ニ
ア
ム
や
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
Ｚ
世
代
か
ら
高
い
支

持
を
受
け
て
い
る
。
昨
今
の
イ

ン
フ
レ
は
、
そ
の
傾
向
を
よ
り

一
般
化
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

の
週
末
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
欠
か

せ
な
い
エ
ン
タ
メ
と
な
り
始
め

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
最
後
の

﹁W
e’

re gonna go E
ast 

V
illage thrifting!

﹂
の
一
言

が
時
代
の
流
れ
を
顕
著
に
表
し

て
い
る
。

︵W
ear 2Next

チ
ー
ム
／
ア
パ

レ
ル
業
界
関
係
者
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
研
究
チ
ー
ム
︶

　
暖
冬
で
あ
っ
て
も
春
の
訪
れ

は
気
分
を
高
揚
さ
せ
る
。
週

末
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ト

ン
プ
キ
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
パ
ー
ク

に
は
地
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が

集
ま
り
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
ん

で
い
た
。
﹁
漸
く
春
の
装
い
で

外
に
出
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ

ね
﹂
と
、
取
材
に
応
じ
て
く
れ

た
女
性
が
着
て
い
た
の
は
、
黒

地
に
白
い
ボ
ー
ダ
ー
の
Ｈ
＆
Ｍ

ク
ロ
ッ
プ
ト
ッ
プ
に
ヘ
ル
メ
ー

ト
・
ラ
ン
グ
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
、

そ
し
て
お
母
さ
ん
の
お
さ
が
り

の
黒
い
ブ
ー
ツ
。
ヘ
ル
メ
ー

ト
・
ラ
ン
グ
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
の
デ
ニ
ム
ラ
イ
ン
が
豊

富
だ
し
、
お
古
の
ブ
ー
ツ
は
履

き
慣
ら
さ
れ
て
い
て
履
き
心
地

満
点
だ
。
本
日
は
Ｈ
＆
Ｍ
の
ト

ッ
プ
ス
だ
が
、
環
境
配
慮
か
ら

普
段
は
な
る
べ
く
フ
ァ
ス
ト
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
避
け
て
い
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
屈
強

な
デ
ニ
ム
が
好
み
で
、
リ
ー
バ

イ
ス
も
お
気
に
入
り
ブ
ラ
ン
ド

　
Ｎ
Ｙ
交
通
博
物
館
は
６
月
10

日
、
Ｎ
Ｙ
市
の
90
年
間
の
交
通

の
歴
史
を
象
徴
す
る
﹁
バ
ス
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
を
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
眺
め
る

エ
ミ
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ロ

ー
ブ
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ザ
で
開
催

す
る
。 

　
会
場
に
は
、
１
９
５
６
年
に

エ
ア
コ
ン
を
初
め
て
導
入
し
た

バ
ス
３
１
０
０
や
、
最
も
古

い
車
両
﹁
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
﹂︵
31

年
︶、
50
年
代
の
シ
ッ
ト
コ
ム

﹁
ザ
・
ハ
ネ
ム
ー
ナ
ー
ズ
﹂
で

主
役
の
バ
ス
運
転
手
役
で
俳
優

の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
グ
リ
ー
ソ
ン

が
運
転
し
て
い
た
48
年
型
の
車

両
を
含
む
ビ
ン
テ
ー
ジ
車
両
が

並
び
、
実
際
に
乗
車
で
き
る
ほ

か
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
で
の
買

い
物
、
ま
た
現
役
の
バ
ス
運
転

手
と
話
す
こ
と
も
で
き
る
。
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
、
入
場
は

無
料
。
そ
の
ほ
か
の
詳
細
は

nytransitm
useum

.org

を

参
照
す
る
。 

ビンテージの
バスが大集合 

クラシックなＮＹを体験 

　
第
27
回
Ｊ
Ａ
Ａ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
活
躍
す
る
日
本
人
・
日
系

人
美
術
家
展
が
５
月
11
日
か
ら

20
日
︵
土
︶
ま
で
、
Ｊ
Ａ
Ａ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
︵
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
・

西
45
丁
目
49
番
地
５
階
︶
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。︵
後
援
・
在

Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
、
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
、
よ
み
タ
イ
ム
︶。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
11
日
午
後
開
か
れ
、
１
０
０

人
余
り
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た
。
佐
藤
貢
司
会
長
の
挨
拶
に

続
き
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

　
今
回
の
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
、
服
部
夏
子
、
廣
瀬
ジ
ョ
ー

ジ
、
廣
瀬
公
美
、
百
田
和
子
、

市
村
し
げ
の
、
河
合
敦
子
、
久

住
真
理
子
、
三
浦
良
一
、
宮
本

和
子
、
森
本
洋
充
、
森
本
和
也
、

森
戸
泰
光
、
永
野
み
き
、
野
田

正
明
、
大
野
廣
子
、
岡
田
桂
、

小
野
知
美
、
作
山
畯
治
、
佐
々

木
健
二
郎
、
佐
藤
正
明
、
澤
野

水
纓
、篠
原
空
海
ア
レ
ッ
ク
ス
、

篠
原
乃
り
子
、
篠
原
有
司
男
、

竹
田
あ
け
み
、
渡
辺
啓
子
、
ウ

イ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
セ
ツ
子
、
依

田
順
子
、
依
田
寿
久
、
依
田
洋

一
朗
。
入
場
無
料
。
開
廊
時
間

は
月
〜
金
曜
が
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
、
土
曜
は
午
後
３
時

ま
で
。

Ｊ
Ａ
Ａ
で
美
術
家
展

今
月
20
日
ま
で
開
催
中

https://japan-universities.com/event/shingakufair2023sp-2.html
https://youtu.be/gi2MIbenU2M
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夫
が
楽
し
そ
う
に
公
衆
ト
イ

レ
か
ら
戻
っ
て
き
た
。
初
秋
の

あ
る
夕
方
、
私
た
ち
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
の
裏
に
あ

る
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
に
い

た
。

　
夫
が
手
を
洗
お
う
と
す
る

と
、
手
洗
い
の
鏡
の
前
に
ア
ジ

ア
系
の
男
の
人
が
立
っ
て
い

た
。
三
十
代
く
ら
い
の
小
柄
な

人
だ
。
さ
っ
き
ト
イ
レ
に
入
っ

て
き
た
と
き
に
も
、
確
か
そ
こ

に
い
た
。
自
分
の
顔
に
見
入
っ

て
い
て
、
鏡
の
前
か
ら
動
こ
う

と
し
な
い
。

　
白
い
シ
ャ
ツ
に
、
赤
系
の
柄

の
派
手
な
ネ
ク
タ
イ
、
サ
ス
ペ

ン
ダ
ー
で
固
定
さ
れ
た
黒
い
ズ

ボ
ン
に
、
黒
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

は
お
っ
て
い
る
。
目
の
前
に
は

白
い
紙
袋
が
置
か
れ
、
中
か
ら

色
と
り
ど
り
の
花
の
ブ
ー
ケ
が

顔
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

彼
女
と
デ
ー
ト
な
の
か
。
も
し

か
し
た
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
で
も

す
る
の
か
。

　
蛇
口
の
水
で
何
度
も
手
を
濡

ら
し
て
は
、
び
し
っ
と
七
三
に

分
け
た
髪
を
な
で
つ
け
て
、
整

え
て
い
る
。
手
を
洗
う
人
の
迷

惑
を
顧
み
ず
、
仁
王
立
ち
で
身

繕
い
に
夢
中
だ
。
周
り
の
人
は

ま
っ
た
く
視
界
に
入
っ
て
い
な

い
。
皆
、
主
役
の
邪
魔
を
し
な

い
よ
う
に
、
隣
の
蛇
口
を
使
っ

て
遠
慮
が
ち
に
手
を
洗
っ
て
い

る
。

　
彼
の
す
ぐ
後
ろ
で
、
清
掃
し

て
い
る
黒
人
の
男
の
人
が
、
モ

ッ
プ
で
床
を
拭
く
手
を
止
め
、

そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。
ほ
か

の
人
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
そ
ろ

そ
ろ
ど
く
よ
う
に
、
と
注
意
す

る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
夫
は

ふ
た
り
を
眺
め
て
い
た
。

　
つ
い
に
、
鏡
に
映
っ
た
ア
ジ

ア
系
の
男
の
顔
に
向
か
っ
て
、

黒
人
の
男
が
声
を
か
け
た
。

H
e

y
, d

o
n

’
t w

o
rry

. 
Y

ou’
re beautiful.

な
あ
、心
配
す
る
こ
と
な
い
ぜ
、

あ
ん
た
。
十
分
、
男
前
だ
。

  

黒
人
の
男
は
半
ば
感
心
し
、

半
ば
冷
や
か
す
よ
う
に
、
笑
っ

男
子
ト
イ
レ
の
風
景

エッセイ連載 38

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

て
い
る
。

 

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
失

礼
だ
け
ど
、
鏡
の
前
の
男
は
、

と
て
も
﹁
男
前
﹂
に
は
見
え
な

か
っ
た
ん
だ
よ
。
ま
し
て
、
ビ

ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
と
は
な
あ
。

　
ア
ジ
ア
系
の
男
は
表
情
ひ
と

つ
変
え
ず
、
真
面
目
な
顔
で
こ

れ
に
答
え
る
。
ま
る
で
中
学
生

が
英
語
の
教
科
書
を
音
読
す
る

よ
う
に
、
一
語
一
語
、
区
切
っ

て
、
は
っ
き
り
と
発
音
す
る
。

　Y
es, I am

.
   

は
い
、
私
は
男
前
で
す
。

　
返
事
が
ま
た
、
ふ
る
っ
て
い

る
だ
ろ
。

　
気
を
よ
く
し
た
の
か
、
さ
ら

に
念
入
り
に
髪
を
な
で
つ
け
、

シ
ャ
ツ
の
襟
を
立
て
た
か
と
思

う
と
、 

ネ
ク
タ
イ
を
わ
ざ
わ
ざ

ほ
ど
い
て
締
め
直
し
て
い
る
。

　T
here you go. T

hat’
s 

perfect. Y
ou’

re looking 
great.

　
そ
う
そ
う
、
ば
っ
ち
り
だ
。

決
ま
っ
て
る
ぜ
、
あ
ん
た
。

　
ア
ジ
ア
系
の
男
は
相
変
わ
ら

ず
無
表
情
で
、
今
度
は
し
き
り

に
肩
や
ズ
ボ
ン
の
裾
の
ゴ
ミ
を

払
い
落
と
し
て
い
る
。

　
黒
人
の
男
は
ま
す
ま
す
ご
機

嫌
で
、
鏡
の
前
の
男
の
身
繕
い

に
い
つ
ま
で
も
見
入
っ
て
い

る
。

　
こ
こ
は
自
分
も
、
隣
で
手
を

洗
い
な
が
ら
、
ひ
と
言
、
ほ
め

言
葉
を
か
け
て
み
る
か
、
と
思

っ
た
け
れ
ど
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
を
超
え
る
形
容
詞
は
さ
す
が

に
思
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
。

　
控
え
目
な
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ジ

ア
系
男
性
も
、
こ
こ
ま
で
自
信

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
れ
ば
、
大

丈
夫
。

　
十
分
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
や

っ
て
い
け
る
。

　
楽
し
そ
う
な
男
子
ト
イ
レ
。

ぜ
ひ
現
場
を
見
て
み
た
い
と
思

っ
た
け
れ
ど
、
さ
す
が
に
そ
れ

は
叶
わ
な
い
。

　
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
６
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
を
さ
が
し
て
﹄
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.am
azon

.
co.jp/dp/4167717220

　
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
草

間
彌
生
氏
の
鮮
や
か
な
水
玉

模
様
の
世
界
に
没
入
す
る
展

覧
会
﹁I Spend E

ach D
ay 

E
m

bracing Flow
ers

︵

毎

日
花
々
を
擁
し
て
い
る
︶﹂
が

現
在
、
チ
ェ
ル
シ
ー
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ツ
ヴ
ィ

ル
ナ
ー
︵
西
19
丁
目
︶
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。 

　

同

展

は
、

西

19

丁

目

の

５
１
９
、５
２
５
、５
３
３
番
地

域
を
４
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
、

２
セ
ク
シ
ョ
ン
は
彫
像
、
１
セ

ク
シ
ョ
ン
は
絵
画
、
そ
し
て
最

終
エ
リ
ア
は
代
表
的
な
作
品
シ

リ
ー
ズ
の
一
つ
﹁
イ
ン
フ
ィ
ニ

テ
ィ
ー
・
ミ
ラ
ー
ル
ー
ム
︵
無

限
の
鏡
の
間
︶﹂
の
新
作
と
な

っ
て
い
る
。
彫
像
セ
ク
シ
ョ
ン

は
、
１
部
屋
は
黄
色
地
に
黒
い

ド
ッ
ト
柄
の
パ
ン
プ
キ
ン
が
空

に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
彫

像
、
も
う
ひ
と
つ
の
部
屋
で

は
、
原
色
と
パ
ス
テ
ル
色
で
水

玉
と
格
子
状
パ
タ
ー
ン
を
施
し

た
巨
大
な
花
々
が
、
生
き
て
い

る
か
の
よ
う
な
緑
や
青
い
幹
で

絡
み
合
っ
て
い
る
。
絵
画
の
セ

ク
シ
ョ
ン
は
﹁E

very D
ay I 

Pray for Love

︵
毎
日
愛
に

つ
い
て
祈
っ
て
い
る
︶﹂
と
題

し
、
近
年
取
り
組
ん
で
い
る
絵

画
36
作
品
で
草
間
氏
の
創
作
の

現
在
地
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て

無
限
の
鏡
の
間
は
、
小
さ
な
黄

色
い
扉
を
か
が
ん
で
入
る
と
、

万
華
鏡
の
よ
う
な
鏡
で
覆
わ
れ

た
空
間
が
広
が
る
。
深
い
青
、

明
る
い
黄
色
、
止
ま
れ
の
赤
、

静
寂
の
緑
、
こ
れ
ら
の
原
色
の

ド
ッ
ト
が
天
窓
か
ら
差
し
込
む

自
然
の
光
で
さ
ら
に
鮮
や
か
に

反
射
す
る
。 

　
草
間
氏
の
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

の
個
展
は
今
回
で
10
周
年
を
迎

え
た
。
草
間
氏
は
同
展
に
向
け

て
﹁
私
は
、心
の
底
か
ら
の
歌
、

草
間
の
マ
イ
ン
ド
を
毎
日
、
毎

日
歌
っ
て
き
た
。
さ
あ
現
代
の

若
者
た
ち
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
の
心

の
底
か
ら
の
歌
を
一
緒
に
歌
い

ま
し
ょ
う
！
﹂と
伝
え
て
い
る
。

７
月
21
日
ま
で
。　
入
場
無
料
。

開
廊
時
間
は
火
曜
〜
土
曜
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

日
・
月
曜
休
廊
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
davidzw

irner.com

　
　
　︵
写
真
・
高
田
由
起
子
︶

無
限
の
鏡
の
間
に
新
作 

草
間
の
水
玉
世
界

　
日
本
か
ら
赴
任
の
駐
在
員
お

よ
び
永
住
者
の
テ
ニ
ス
経
験
者

で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
ズ
﹂
が
、
９
月

か
ら
始
ま
る
次
期
冬
季
屋
内
テ

ニ
ス
の
会
員
募
集
を
開
始
し

た
。
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス
解

消
お
よ
び
メ
ン
バ
ー
間
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
冬
季
は
ハ
リ
ソ
ン
︵
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
︶
の
ラ
イ
・

ラ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
屋
内
コ
ー
ト

で
、
春
か
ら
秋
は
近
郊
の
高
校

の
屋
外
コ
ー
ト
で
練
習
す
る
。

期
間
は
９
月
上
中
旬
か
ら
翌
年

４
月
中
下
旬
ま
で
。
時
間
は
、

毎
週
土
曜
午
後
３
時
か
ら
５
時

ま
で
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
ズ
は
、
30

年
以
上
の
歴
史
と
日
本
ク
ラ
ブ

が
毎
年
１
〜
３
月
に
主
催
す
る

テ
ニ
ス
大
会
で
の
輝
か
し
い
戦

歴
を
誇
っ
て
い
る
。

　
参
加
費
は
９
５
０
ド
ル
ほ

ど
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルtoy
okenshoa@

gm
ail.

com

︵
松
本
さ
ん
︶、
ま
た

はm
attsan1234@

gm
ail.

com

︵
松
下
さ
ん
︶
ま
で
。

テニス仲間を募集
New Yorkers

ウエストチェスターの屋内外コートで

https://www.sakagura.com/eastvillage
mailto:meiseimotors@aol.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.nykoshin.com
mailto:toyokenshoa@gmail.com
mailto:mattsan1234@gmail.com
tel:2122136069
tel:9175773969
https://japanvillage.com/
https://www.davidzwirner.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
mailto:toyokenshoa@gmail.com
mailto:mattsan1234@gmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
長
く
拠
点

を
置
き
、
今
年
３
月
28
日
に
71

歳
で
亡
く
な
っ
た
坂
本
龍
一
さ

ん
の
複
合
現
実
︵
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ

：

Ｖ
Ｒ
︶
コ
ン

サ
ー
ト
﹃K

A
G

A
M

I

︵
鏡
︶﹄

が
、
６
月
７
日
︵
水
︶
か
ら
７

月
２
日
︵
日
︶
ま
で
、
ハ
ド
ソ

ン
ヤ
ー
ド
に
あ
る
劇
場
ザ
・
シ

ェ
ッ
ド
︵
西
30
丁
目
５
４
５
番

地
︶
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
坂
本
さ
ん
と
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン

ツ
制
作
ス
タ
ジ
オ
﹁
テ
ィ
ン
・

ド
ラ
ム
﹂
の
コ
ラ
ボ
で
作
ら
れ

たK
A

G
A

M
I

は
写
真
と
現
実

世
界
を
融
合
さ
せ
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
Ｖ
Ｒ

を
表
現
す
る
。
観
客
は
Ｖ
Ｒ
ヘ

ッ
ド
セ
ッ
ト
を
装
着
し
︵
14
歳

以
下
は
不
可
︶、
バ
ー
チ
ャ
ル

な
坂
本
が
ピ
ア
ノ
で
演
奏
す
る

様
子
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
立

体
的
ア
ー
ト
を
鑑
賞
す
る
も

の
。
演
奏
曲
は
坂
本
の
代
表
作

品
で
あ
る﹁
エ
ナ
ジ
ー
フ
ロ
ー
﹂

や
﹁
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
・

ミ
ス
タ
ー
・
ロ
レ
ン
ス
﹂、﹁
種

を
ま
く
人
﹂
な
ど
10
曲
。
観
客

は
１
時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
中
、

自
由
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
。
　

　
入
場
料
は
一
般
38
ド
ル
か

ら
、
学
生
・
シ
ニ
ア
33
ド
ル
か

ら
。
最
初
の
３
日
間
の
み
一
律

28
ド
ル
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://theshed.org

を

参
照
す
る
。

坂
本
龍
一
さ
ん
Ｖ
Ｒ
公
演

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
で
６
月
7
日
か
ら

　

惜　

別

監
督
の
言
葉
に
耳
を
疑
い
七
転
八
倒
し
た
坂
本
さ
ん

　
２
０
１
７
年
３
月
17
日
に
日

本
ク
ラ
ブ
で
坂
本
龍
一
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
対
談
形
式
の

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
津
山

恵
子
さ
ん
が
坂
本
さ
ん
の
仕
事

と
日
常
を
聞
い
て
い
る
。
本
紙

の
当
時
の
紙
面
か
ら
先
ご
ろ
亡

く
な
っ
た
坂
本
氏
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
の
思
い
を
込
め
、
再
掲
載

す
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
音
楽

家
、
坂
本
龍
一
さ
ん
の
対
談
形

式
の
講
演
会
が
17
日
夕
、
日
本

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

　
坂
本
さ
ん
は
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
、
イ
エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
躍
後
、
数
々
の
映
画
音
楽

を
手
掛
け
、
作
曲
家
と
し
て
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

世
界
的
な
評
価
を
得
て
い
る
。

講
演
会
で
は
、
生
い
立
ち
、
出

会
い
、
音
楽
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
や
そ
の
思
い
出
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　
対
談
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
津
山
恵
子
さ
ん
が
﹁
坂
本
さ

ん
が
手
掛
け
た
映
画
音
楽
は
26

本
に
の
ぼ
る
﹂
と
話
題
を
振
る

と
、印
象
深
い
思
い
出
と
し
て
、

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
作
品
﹃
ラ

ス
ト
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
﹄
で
組
ん

だ
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
リ
ッ

チ
監
督
か
ら
93
年
の
映
画
﹃
リ

ト
ル
・
ブ
ッ
ダ
﹄
で
﹁
世
界
一

悲
し
い
曲
を
作
っ
て
欲
し
い
﹂

と
頼
ま
れ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
面
白
お
か
し
く
披
露
し
た
。

坂
本
さ
ん
が
依
頼
に
添
っ
て
悲

し
さ
満
載
の
自
信
作
を
持
っ
て

い
く
と
、
監
督
は
﹁
ま
だ
悲
し

さ
が
足
り
な
い
。
世
界
中
の
人

が
悲
し
み
う
ち
ひ
し
が
れ
る
よ

う
な
曲
を
作
っ
て
ほ
し
い
﹂
と

頼
ま
れ
る
。
坂
本
さ
ん
は
、
自

宅
の
床
に
転
が
る
ほ
ど
悔
し
い

思
い
を
し
な
が
ら
再
び
﹁
世
界

一
悲
し
い
曲
﹂
を
こ
れ
で
も
か

と
持
っ
て
い
く
。
そ
れ
で
も
監

督
は
首
を
縦
に
振
ら
な
い
。
３

度
目
の
正
直
で
曲
を
持
っ
て
い

く
と
監
督
は
一
言
。﹁
悲
し
す

ぎ
る
﹂。

　﹁
だ
っ
て
、
あ
な
た
世
界
一

悲
し
い
曲
を
作
れ
と
い
っ
た
じ

ゃ
な
い
で
す
か
﹂
と
食
い
下
が

る
と
監
督
は
﹁
こ
れ
に
は
﹃
希

望
﹄
が
見
え
な
い
﹂
と
ボ
ソ
リ
。

﹁
え
？
﹂
坂
本
さ
ん
は
耳
を
疑

っ
た
。﹁
希
望
？
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ
い
。
希
望
な
ん
て

言
葉
い
ま
初
め
て
聞
き
ま
し
た

け
ど
？
！
﹂。
最
終
的
に
は
監

督
に
納
得
し
て
も
ら
う
曲
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
何
十
作

も
映
画
音
楽
を
手
掛
け
て
分
か

っ
た
こ
と
は
﹁
映
画
監
督
は
み

ん
な
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る

っ
て
こ
と
で
す
ね
。
昨
日
言
っ

た
こ
と
と
今
日
言
う
こ
と
が
違

う
な
ん
て
こ
と
は
ざ
ら
で
す
。

た
だ
、
自
分
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
生
活
で
﹃
引
き
籠
り
﹄
に
近

い
生
活
を
し
て
い
て
、
家
の
中

で
１
日
に
20
歩
く
ら
い
し
か
歩

か
な
い
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
。

家
の
前
に
美
味
し
い
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
る
の
で
家
と
そ
こ
の
往

復
だ
け
み
た
い
な
。
ブ
ロ
ッ
ク

を
超
え
て
い
く
よ
う
な
こ
と
の

な
い
私
が
、
そ
う
い
う
映
画
音

楽
の
よ
う
な
︵
社
会
の
縮
図
の

よ
う
な
︶
世
界
と
接
点
を
持
つ

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い

る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
﹂
な

ど
と
語
っ
た
。

　
ま
た
環
境
問
題
な
ど
に
も
発

言
す
る
坂
本
さ
ん
は
﹁
同
じ
水

で
も
美
味
し
い
か
ら
と
い
っ
て

遠
く
外
国
か
ら
運
ん
で
く
る
よ

う
な
コ
ス
ト
の
か
か
っ
た
も
の

は
、
ア
プ
リ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

な
る
べ
く
選
ば
な
い
、
環
境
に

優
し
い
も
の
を
選
ぶ
よ
う
な
生

活
を
心
掛
け
て
い
る
﹂
な
ど
と

生
活
信
条
も
披
露
し
た
。

本紙 2017 年３月 25 日号に掲載された坂本
さんと津山さんの対談

　
米
国
で
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ

ー
世
代
の
約
７
３
０
０
万
人

が
60
歳
か
ら
80
歳
と
高
齢
と

な
り
、
相
続
に
よ
る
大
規
模

な
富
の
移
転
が
始
ま
っ
て
い

る
。
大
多
数
の
人
が
家
や
株

式
な
ど
の
財
産
を
ほ
と
ん
ど

残
さ
な
い
一
方
で
、
数
十
万

ド
ル
か
ら
数
十
億
ド
ル
ま
で

多
額
の
財
産
を
子
孫
に
残
す

人
た
ち
も
い
る
。
こ
う
し
た

相
続
格
差
に
よ
り
貧
富
の
差

が
さ
ら
に
広
が
り
そ
う
だ
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
米
国
の
世
帯
資
産
総
額

︵
イ
ン
フ
レ
調
整
後
︶
は

１
９
８
９
年
に
約
38
兆
ド

ル
だ
っ
た
が
、
２
０
２
２

年
ま
で
に
３
倍
以
上
増
加

し
、
１
４
０
兆
ド
ル
に
達
し

た
。
２
０
４
５
年
ま
で
に
高

齢
と
な
っ
た
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ

ー
世
代
︵
１
９
４
６
年
か
ら

１
９
６
４
年
生
ま
れ
︶か
ら
、

Ｘ
世
代
︵
１
９
６
５
年
か
ら

１
９
８
０
年
生
ま
れ
︶
と
ミ

レ
ニ
ア
ム
世
代
︵
１
９
８
０

年
以
降
の
生
ま
れ
︶
が
相
続

す
る
金
額
は
約
84
兆
円
で
、

う
ち
16
兆
ド
ル
は
10
年
以
内

に
引
き
継
が
れ
る
見
込
み

だ
。

　
こ
の
巨
額
の
相
続
は
金
融

市
場
と
住
宅
市
場
の
価
格
上

昇
が
も
た
ら
し
た
。
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
20
〜
30
代

だ
っ
た
40
年
前
の
１
９
８
３

年
以
降
、
住
宅
は
約
５
０
０

％
上
昇
、
株
式
の
Ｓ
＆
Ｐ

５
０
０
指
数
は
約
２
８
０
０

％
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
数
字
は
イ
ン
フ
レ
調
整
さ

れ
て
い
な
い
が
、
消
費
者
物

価
は
こ
の
40
年
で
約
２
０
０

％
の
上
昇
に
留
ま
っ
て
い

る
。

　
不
動
産
と
金
融
資
産
の
価

格
上
昇
の
中
に
い
た
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
だ
が
、
恩
恵

を
受
け
た
の
は
家
や
株
を
買

う
こ
と
が
で
き
た
裕
福
あ
る

い
は
あ
る
程
度
裕
福
だ
っ
た

人
た
ち
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
白
人
が
占
め
て
い
る
。
世

帯
資
産
は
、
最
も
裕
福
な
上

位
10
％
が
全
体
の
お
よ
そ
３

分
の
２
を
相
続
す
る
こ
と
に

な
る
。
上
位
1
％
が
下
位 

90
パ
ー
セ
ン
ト
と
ほ
ぼ
同
じ

資
産
を
保
有
し
て
お
り
、
下

位
50
％
の
世
帯
は
全
体
の
わ

ず
か
８
％
を
占
め
る
に
過
ぎ

な
い
。

ベビーブーマー世代が高齢化

相続でさらに格差拡大か
大規模な富の移転は上位層に集中

  

地
下
鉄
の
車
両
内
で
ホ
ー
ム

レ
ス
の
黒
人
男
性
、
ジ
ョ
ー
ダ

ン
・
ニ
ー
リ
ー
さ
ん
︵
30
︶
さ

ん
の
首
を
絞
め
死
亡
さ
せ
た
と

し
て
12
日
、
元
海
兵
隊
員
の
ダ

ニ
エ
ル
・
ペ
ニ
ー
被
告
︵
24
︶

が
第
２
級
過
失
致
死
容
疑
で
訴

追
さ
れ
た
。
ペ
ニ
ー
容
疑
者
は

保
釈
金
10
万
ド
ル
を
払
い
保
釈

さ
れ
た
。

　
事
件
は
５
月
１
日
午
後
２
時

30
分
頃
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
・

ラ
フ
ィ
エ
ッ
ト
駅
に
向
か
う
地

下
鉄
Ｆ
番
線
北
行
き
の
車
両
内

で
起
き
た
。
大
声
で
叫
ぶ
な
ど

し
て
い
た
ニ
ー
リ
ー
さ
ん
を
ペ

ニ
ー
被
告
が
床
に
押
さ
え
つ

け
、
２
分
55
秒
に
わ
た
り
首
を

絞
め
続
け
た
。 

警
察
は
ペ
ニ

ー
被
告
に
事
情
聴
取
し
た
が
、

身
柄
は
拘
束
さ
れ
な
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
検
視
局
は
３

日
、
ニ
ー
リ
ー
氏
の
死
因
は
首

へ
の
圧
迫
に
よ
る
も
の
で
殺
人

だ
と
断
定
し
た
︵
＝
５
月
13
日

付
本
紙
既
報
＝
︶。

　
陪
審
員
裁
判
で
有
罪
と
な
れ

ば
最
長
禁
錮
15
年
の
量
刑
を
言

い
渡
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

訴
追
を
受
け
、
保
守
系
政
治
家

な
ど
か
ら﹁
正
当
防
衛
だ
っ
た
﹂

な
ど
と
し
て
ペ
ニ
ー
被
告
を
擁

護
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

裁
判
費
用
を
賄
う
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
14
日
ま
で
に
１
８
０
万
ド

ル
を
集
め
て
い
る
。

　
共
和
党
大
統
領
候
補
と
さ
れ

る
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ロ
ン
・
デ
サ

ン
テ
ィ
ス
知
事
は
同
基
金
へ
の

寄
付
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
ペ

ニ
ー
氏
を
聖
書
に
出
て
く
る

﹁
善
き
サ
マ
リ
ア
人
﹂
に
た
と

え
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助

け
た
の
だ
と
擁
護
し
た
。
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
オ
カ
シ
オ
コ

ル
テ
ス
下
院
議
員︵
Ｎ
Ｙ
選
出
、

民
主
党
︶
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
系

政
治
家
ら
が
、
直
ち
に
訴
追
さ

れ
る
べ
き
と
訴
え
て
い
た
の
と

は
対
照
的
で
あ
る
。

　
ニ
ー
リ
ー
さ
ん
は
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
で
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
モ
ノ
マ
ネ
を
す
る
な

ど
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
知
ら

れ
て
い
た
。
一
方
で
、
不
正
乗

車
や
窃
盗
、
女
性
へ
の
暴
行
な

ど
42
回
の
逮
捕
歴
あ
り
、
精
神

疾
患
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
。

事
件
当
時
は
ホ
ー
ム
レ
ス
だ
っ

た
。
遺
族
側
の
弁
護
士
は
﹁
ニ

ー
リ
ー
さ
ん
は
、
誰
に
も
触
れ

て
い
な
い
し
、
誰
も
殴
っ
て
い

な
い
の
に
、
絞
め
殺
さ
れ
た
。

許
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
私
た
ち

は
正
義
を
求
め
る
﹂
と
訴
え
て

い
る
。
一
方
、
ペ
ニ
ー
被
告
の

弁
護
士
は
﹁
ペ
ニ
ー
被
告
自
身

や
他
の
乗
客
を
守
る
た
め
の
正

当
防
衛
﹂
で
あ
り
、﹁
ニ
ー
リ

ー
さ
ん
に
危
害
を
加
え
る
つ
も

り
は
な
く
、
彼
の
早
す
ぎ
る
死

を
予
見
で
き
な
か
っ
た
﹂
と
主

張
し
て
い
る
。
ペ
ニ
ー
被
告
の

次
回
出
廷
は
７
月
17
日
の
予

定
。

地
下
鉄
ホ
ー
ム
レ
ス
殺
害
事
件

被
告
を
擁
護
す
る
声
上
が
る

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.919usa.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://theshed.org
https://theshed.org
https://theshed.org
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沿
道
を
埋
め
る
５
万
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
民
。
歓
声
と
拍
手

が
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス

ト
に
響
く
。
13
日
に
開
催
さ
れ

た
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
エ
リ

ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
長
が
日
の
丸
の
小
旗
を
振

っ
て
行
進
す
る
。
ゲ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
ナ

ル
ト
た
ち
が
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

に
到
着
し
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
に
降
り
立
っ
て
、
ア
ク
シ
ョ

ン
バ
ト
ル
を
披
露
す
る
。
コ
ス

プ
レ
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
た
ち
が

大
喜
び
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
そ
こ
に
日
本
人
の
小

中
学
生
た
ち
の
姿
は
な
い
。
パ

レ
ー
ド
当
日
は
土
曜
日
。
補
習

授
業
校
に
通
っ
て
い
る
日
本

人
、
日
系
人
の
子
供
た
ち
は
、

授
業
が
あ
る
た
め
、
見
た
く
て

も
見
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
会
場
に
い
た
日
本
人
女
性
は

﹁
で
き
れ
ば
、
日
曜
日
に
開
催

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
昨
年

は
土
曜
日
の
授
業
を
早
退
さ
せ

ま
し
た
が
、
今
年
は
諦
め
ま
し

た
。
郊
外
か
ら
お
い
で
に
な
る

人
は
学
校
を
休
ま
せ
る
し
か
な

い
で
す
ね
。
夫
が
迎
え
に
行
っ

て
ま
す
が
、
子
供
に
ナ
ル
ト
を

見
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
で
す
﹂

︵
山
田
美
智
子
さ
ん
、
仮
名
、

主
婦
︶と
残
念
そ
う
に
話
し
た
。

　
保
護
者
の
武
田
秀
俊
さ
ん

︵
会
社
経
営
︶
は
、
次
の
よ
う

に
語
る
、﹁
補
習
校
の
子
供
た

ち
と
そ
の
親
た
ち
は
、
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
あ
る

一
定
の
規
模
を
占
め
て
い
る
。

日
本
で
は
で
き
な
い
経
験
を

す
る
、 

海
外
に
お
け
る
日
本
の

位
置
づ
け
を
知
る
、
つ
ま
り
日

本
を
相
対
的
に
み
る
力
を
つ
け

る
、
現
地
校
に
お
い
て
日
本
を

考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
と
い

っ
た
教
育
的
観
点
か
ら
も
、
今

後
の
国
際
交
流
を
担
う
子
供
た

ち
に
早
く
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

体
験
を
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で

経
験
す
る
機
会
は
非
常
に
貴
重

だ
と
思
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
は
も
と
も
と
日
曜
開
催
だ

っ
た
の
が
土
曜
に
変
更
さ
れ
た

理
由
が
あ
る
の
だ
と
思
う
が
、

来
年
以
降
に
関
し
て
は
、
で
き

れ
ば
補
習
校
の
子
供
た
ち
も
参

加
で
き
る
形
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
よ
り
よ
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
話
す
。

　
パ
レ
ー
ド
を
主
催
す
る
ジ
ャ

パ
ン
デ
ー
イ
ン
ク
の
吉
井
久
美

子
事
務
局
長
は
﹁
事
務
局
の
ス

タ
ッ
フ
に
も
補
習
校
に
子
供
を

通
わ
せ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
も
い

て
、
日
曜
日
開
催
も
断
然
候
補

に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
は
、
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
か
ら
の
許
可
が
出
な
い
と

実
施
で
き
ま
せ
ん
。
で
、
許
可

が
出
た
の
が
5
月
13
日
だ
っ
た

の
で
す
。
土
曜
日
開
催
か
、
実

施
し
な
い
か
と
い
う
二
択
。﹁
テ

イ
ク
・
イ
ッ
ト
・
オ
ア
・
リ
ー

ブ
﹂
で
泣
く
泣
く
事
務
局
と
し

て
は
﹁
許
可
が
出
た
日
で
の
実

施
﹂
と
い
う
こ
と
で
、
取
締
役

会
で
の
承
認
が
得
ら
れ
た
の
で

す
。
こ
の
件
は
、
種
々
あ
る
課

題
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
色
々
な
方
の
生
の
声
を
シ

ェ
ア
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
﹂
と
話
し

て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

に
は
約
６
０
０
人
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
に
は
約

４
０
０
人
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

の
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
に
約

５
０
０
人
、
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

日
本
人
学
校
の
土
曜
課
程
に
約

１
５
０
人
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
土

曜
日
に
授
業
を
し
て
い
る
日
系

の
学
校
は
多
い
。

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
課
題

補
習
校
の
児
童
生
徒
ら
見
ら
れ
ず

日
の
丸
を
振
っ
て
行
進
す
る
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長

アクションを披露した NARUTO ナルト

勝
利
の
直
後
リ
ン
グ
で
抱
き
合
う
吉
田
母
娘
︵
本
紙
撮
影
︶

ライオンズクラブ通信
　ニューヨーク日系ライオンズクラブでは、

地域社会や世界への貢献のためさまざまな活

動をしています。

■ 日本人墓地墓参会＆掃除ボランティア募集

毎年５月のメモリアルデーに行われる日本

人墓地での墓参会に際し、墓地の清掃活動

を実施。墓参会は毎年メモリアルデーに、

ニューヨーク日系人会、ニューヨーク仏教

会、日米合同教会が共同で開催。1912年

に設けられた日本人墓地には多くのニュー

ヨーク日本人社会の先人が眠っており、こ

の行事は100年以上続いている。

５月28日（日）清掃 9:30 am〜

（集合9:00 amにエントランス）

５月29日（月）

メモリアルデー墓参会 11:00 am〜

場所：日本人墓地　Mt.Olivet Cemetery
　　　6540Grand Ave. Maspeth NY 11378

問い合わせEメール：info@nyjalc.org

The New York
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プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
元
Ｗ
Ｂ

Ｏ
女
子
世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ

級
王
者
の
吉
田
実
代
︵
35
︶
が

４
月
27
日
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
の
ソ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
イ
ン
デ

ア
・
ス
ミ
ス(

26)

に
判
定
勝

ち
し
、
米
国
初
戦
を
飾
っ
た
︵
本

紙
５
月
６
日
号
既
報
︶
。
そ
の

祝
勝
会
が
16
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る﹁
変

な
ホ
テ
ル
﹂
内
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
五
助
で
開
か
れ
た
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
名
門

ジ
ム
﹁
デ
ビ
ラ
・
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
﹂
と
昨
年
契
約
を
結

ん
だ
が
、
渡
米
ビ
ザ
の
遅
れ
で

試
合
４
日
前
に
来
米
し
て
２
日

間
で
体
重
を
落
と
し
、
３
日
目

に
計
量
、
４
日
目
に
試
合
と
い

う
超
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の

勝
利
だ
っ
た
。

　﹁
私
の
勝
ち
た
い
気
持
ち
と

周
り
の
勝
た
せ
た
い
気
持
ち
が

う
ま
く
シ
ン
ク
ロ
し
て
気
迫
で

勝
ち
に
い
け
た
と
思
う
。
も
ち

ろ
ん
再
び
世
界
を
狙
う
。
マ
ジ

ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・
ガ
ー
デ
ン

で
頂
点
を
目
指
し
ま
す
。
皆
さ

ん
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
﹂と
挨
拶
し
た
。

応
援
あ
り
が
と
う

米女子プロボクシング

吉田実代に祝勝会

▲
日
本
人
フ
ァ
ン
に
祝
福
さ

れ
る
吉
田
さ
ん
︵
手
前
︶

https://www.maxjob.com/
https://dancejapan.com/
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mailto:info@nyjalc.org
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久
し
ぶ
り
に
私
、
西
村
栄
一

の
近
況
報
告
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
介
護
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
以
外
に
も
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
経
営
も
し
て
い
る
こ
と

を
何
度
か
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
３
月
下
旬
か
ら
５
月

に
至
り
、
施
設
見
学
者
、
体
験

入
居
、
職
員
面
接
、
国
保
連
請

求
、
２
号
店
リ
フ
ォ
ー
ム
等
。

コ
ン
サ
ル
業
務
で
も
沖
縄
出

張
、
山
形
出
張
、
別
法
人
の
設

立
Ｐ
Ｊ
等
ど
れ
が
本
業
か
副
業

か
狼
狽
す
る
く
ら
い
多
忙
を
極

め
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

コ
ロ
ナ
陽
性
に
な
っ
た
り
、
コ

ロ
ナ
鬱
︵
？
︶
み
た
い
な
だ
る

さ
を
実
感
し
た
り
、
﹁
神
様
は

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
試
練
を
わ

た
く
し
め
に
与
え
給
う
の
…
﹂

と
体
に
ム
チ
打
っ
て
動
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
、
﹁
桜
？
咲

い
て
た
っ
け
？
﹂
と
一
年
で
一

番
美
し
い
季
節
を
感
じ
る
こ
と

な
く
過
ご
し
て
し
ま
い
、
今
と

て
も
後
悔
し
て
ま
す
。
さ
て
、

そ
ん
な
忙
殺
中
で
も
貴
重
な
お

ふ
た
り
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
人
目
は
高
齢
の
両
親
に

﹁
早
く
こ
こ
か
ら
出
て
行
っ
て

ほ
し
い
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
50

代
女
性
。
い
わ
ゆ
る
﹁
８
０
５
０

問
題
﹂
の
ひ
と
つ
。
実
際
に
切

迫
し
て
い
る
問
題
に
対
峙
し
た

の
は
初
め
て
で
し
た
。
親
か
ら

の
愛
、
子
供
へ
の
愛
。
行
き
場

の
な
い
母
性
愛
を
心
の
奥
に
押

し
込
め
て
生
き
る
そ
の
方
は
初

対
面
で
も
怯
え
て
い
る
感
じ

で
、
笑
顔
が
見
え
る
ま
で
１
時

間
は
か
か
り
ま
し
た
。
私
が
採

用
し
た
面
接
手
法
と
し
て
、
イ

ン
テ
ー
ク
︵
受
理
面
談
︶
と
い

う
の
で
す
が
、
そ
の
目
的
は
、

﹁
主
訴
を
傾
聴
し
て
い
く
こ
と

で
、
そ
の
人
の
暮
ら
し
で
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
細
か
く

で
は
な
く
、
大
づ
か
み
に
捉
え

る
﹂﹁
必
ず
し
も
︵
自
分
が
・

当
社
が
︶
助
け
る
の
だ
と
い
う

使
命
感
や
決
め
つ
け
を
捨
て
、

必
要
に
応
じ
て
他
機
関
へ
の
送

致
を
行
う
﹂﹁
ご
本
人
の
不
安

を
解
決
す
る
為
に
傾
聴
が
重

要
。
し
か
し
、
傾
聴
は
受
容
で

も
、
同
意
で
も
な
い
﹂
と
い
う

こ
と
か
ら
、﹁
バ
イ
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
７
原
則
﹂
を
自
分
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
と
し
て
何

度
も
読
み
込
ん
で
染
み
込
ま
せ

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ

の
７
つ
の
原
則
と
は
﹁
① 

一

施
設
見
学
者
と
の
貴
重
な
出
会
い

人
の
個
人
と
し
て
扱
わ
れ
た
い

︵
個
別
化
︶﹂﹁
② 

自
由
に
感
情

表
現
し
た
い
︵
意
図
さ
れ
た
感

情
表
現
︶﹂﹁
③ 

共
感
し
て
欲

し
い
︵
統
制
さ
れ
た
情
緒
関

与
︶﹂﹁
④ 

価
値
あ
る
人
間
と

し
て
認
め
ら
れ
た
い
︵
受
容
︶﹂

﹁
⑤ 

一
方
的
に
非
難
さ
れ
た

く
な
い
︵
非
審
判
的
態
度
︶﹂

﹁
⑥ 

自
分
で
選
択
し
決
定
し
た

い
︵
自
己
決
定
︶﹂
を
話
し
な

が
ら
頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
思
考

し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
笑
顔
ま

で
辿
り
着
け
た
の
で
す
。

　
二
人
目
は
、
つ
い
今
刑
務
所

か
ら
出
て
き
ま
し
た
と
い
う

方
。﹁
そ
う
い
う
経
験
が
あ
る
﹂

と
い
う
方
の
経
験
談
は
聞
い
た

こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、﹁
さ

っ
き
30
分
前
に
出
て
き
た
﹂
と

い
う
方
に
会
う
の
は
初
め
て
で

し
た
。
数
か
月
？
数
年
？
ぶ
り

に
見
る
シ
ャ
バ
と
い
う
の
か
、

そ
う
で
な
い
一
般
人
︵
つ
ま
り

私
︶
に
会
う
の
も
久
し
ぶ
り
と

い
う
、
そ
の
目
。
ギ
ラ
つ
い
て

い
ま
し
た
ね
。
対
峙
し
て
感
じ

た
こ
と
は
﹁
今
、
私
が
こ
こ
に

あ
な
た
の
前
に
い
る
こ
と
﹂
す

ら
貴
重
な
時
間
を
奪
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
逆
に
罪
悪
感

を
感
じ
ま
し
た
。
つ
ま
り
﹁
今

す
ぐ
自
由
に
な
り
た
い
、
こ
こ

で
は
な
い
ど
こ
か
へ
！
﹂
と
い

う
欲
望
に
満
ち
溢
れ
た
目
。
あ

れ
か
ら
１
週
間
。
だ
い
ぶ
落
ち

着
か
れ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
う

い
う
方
が
実
は
﹁
世
の
中
に
た

く
さ
ん
い
る
ん
だ
﹂
と
感
じ
た

だ
け
で
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
な
あ
と

刺
激
さ
れ
た
春
で
し
た
。
桜
を

み
る
よ
り
刺
激
的
な
こ
と
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
、
い

ち
お
う
、
バ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の

７
原
則
。
も
う
ひ
と
つ
書
き
忘

れ
て
い
ま
し
た
﹁
⑦ 

秘
密
を

守
っ
て
ほ
し
い︵
秘
密
保
持
︶﹂。

な
に
と
ぞ
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
上

だ
け
で
、
み
な
さ
ん
、
秘
密
に

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
他
言

無
用
で
す
！

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（37）

　
新
し
い
職
場
で
半
年
経
過

し
、
優
れ
た
業
務
評
価
を
貰
っ

た
Ｎ
さ
ん
で
す
が
、
望
ま
れ
た

転
職
先
で
上
司
と
の
折
り
合
い

が
悪
く
な
り
解
雇
さ
れ
た
経
験

が
数
回
あ
り
ま
す
。
今
度
も
時

間
の
問
題
と
緊
張
の
続
く
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
完
璧
で
あ
れ
ば
ク
ビ
に
な
ら

な
い
は
ず
と
信
じ
て
い
ま
す
が

具
体
的
な
方
法
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。

　
Ｎ
さ
ん
の
業
務
内
容
の
一
部

は
関
係
者
に
向
け
て
の
プ
レ
ゼ

ン
。﹁
周
り
は
分
か
ら
な
い
と

言
う
け
れ
ど
…
﹂
ご
自
身
は
足

の
震
え
や
声
の
う
わ
ず
り
な
ど

で
パ
ニ
ッ
ク
寸
前
。
医
師
か
ら

処
方
さ
れ
た
抗
不
安
剤
も
、
望

ま
な
い
反
応
を
起
こ
す
危
険
性

を
考
え
る
と
服
用
で
き
ま
せ

ん
。
プ
レ
ゼ
ン
の
前
日
は
緊
張

を
抑
圧
す
る
努
力
が
逆
作
用
し

て
不
安
が
掻
き
立
て
ら
れ
、
当

日
、
寝
不
足
や
食
事
を
抜
い
た

ま
ま
臨
む
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
Ｎ
さ
ん
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
は

常
に
成
功
し
て
い
る
し
半
年
以

上
経
っ
て
も
上
司
と
の
関
係
は

良
好
と
い
う
現
状
を
確
認
し
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
充
分
な

睡
眠
や
規
則
正
し
い
食
生
活
な

ど
を
指
導
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
Ｎ
さ
ん
の
不
安
は
少
し
ず

つ
和
ら
い
で
い
ま
す
。

　
不
安
傾
向
が
あ
る
人
は
近
未

来
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
完
璧

な
準
備
を
試
み
ま
す
が
、
目
の

前
に
あ
る
日
常
生
活
は
疎
か
に

な
り
が
ち
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
客
観
的
に
状
況
を
把
握
し

軌
道
修
正
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

不
安
と
完
璧
主
義

　
日
本
に
家
族
が
い
る
人
を
対

象
に
、
法
律
の
専
門
家
が
相
続

や
遺
言
に
関
す
る
日
本
の
法
律

を
詳
し
く
説
明
す
る
無
料
の
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
、
６
月

１
日
︵
木
︶
午
後
８
時
か
ら
開

催
さ
れ
る
。︵
主
催
：
く
ら
し

フ
ィ
ー
ド
︶
来
年
か
ら
義
務
化

さ
れ
る
相
続
登
記
の
義
務
化

や
、日
本
政
府
が
検
討
す
る﹁
デ

ジ
タ
ル
遺
言
﹂
な
ど
、
相
続
に

関
連
す
る
最
新
情
報
に
つ
い
て

も
解
説
す
る
。
講
師
は
、
井
上

敬
介
弁
護
士
︵
兵
庫
県
弁
護
士

会
所
属
︶
と
、
税
理
士
の
上
坪

正
人
氏
。
定
員
20
人
。

　

参

加

費

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ルchie@
kurashifeed.com

︵
井
上
さ

ん
︶
ま
で
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

n
y

c.k
u

rash
ifeed.com

/
w

ebinar/

を
参
照
す
る
。

相続セミナー
６月１日オンラインで

日本に家族いる人対象

　
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
企
画
、
第
15
回
Ｊ
Ａ
Ａ
春
の

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
﹁
ラ
イ
オ
ン
ズ

大
学
・
大
人
の
教
養
シ
リ
ー
ズ

第
６
弾
﹂の
講
演﹁
す
ぐ
体
感
！

30
分
で
、
か
ら
だ
が
楽
に
な
る

ス
ト
レ
ッ
チ
！
﹂
が
現
在
オ
ン

ラ
イ
ン
で
無
料
受
講
で
き
る
。

　
福
岡
県
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
を
し

て
い
る
原
田
大
輔
さ
ん
が
ス
ト

レ
ッ
チ
方
法
を
紹
介
し
た
。
手

を
頭
に
乗
せ
て
、
目
を
閉
じ

る
。
や
さ
し
く
頭
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
。
頭
を
ほ
ぐ
す
メ
リ
ッ

ト
は
︵
１
︶
頭
痛
改
善
︵
２
︶

首
・
肩
こ
り
改
善
︵
３
︶
よ
く

眠
れ
る
︵
４
︶
不
安
や
緊
張
の

緩
和
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
。
や
さ
し
く
、
擦
る
だ
け

で
楽
に
な
る
。
次
に
耳
を
引
っ

張
り
回
す
。
耳
を
ほ
ぐ
す
メ
リ

ッ
ト
は
︵
１
︶
首
、
肩
こ
り
緩

和︵
２
︶眼
精
疲
労
の
改
善︵
３
︶

精
神
的
リ
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
。
次

に
、
右
手
を
腰
に
回
し
、
右
肩

を
下
げ
る
運
動
。
そ
し
て
手
の

平
で
胸
の
皮
膚
を
下
げ
る
。
空

を
見
て
、顎
を
あ
げ
る
。
次
は
、

頭
を
右
に
倒
し
て
、
左
斜
め
空

を
み
る
よ
う
に
す
る
。
逆
に
頭

を
左
に
倒
し
、
右
斜
め
空
を
み

る
。
続
け
て
、
両
肩
を
す
く

め
、
今
度
は
後
ろ
に
手
を
回
し

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
次
は
足
の
運

動
。
足
先
を
内
外
、
ワ
イ
パ
ー

運
動
。
股
関
節
痛
の
人
は
、
毎

日
50
回
や
っ
て
み
る
。
足
首
を

回
す
。
反
対
回
し
も
。
脚
を
閉

じ
て
、膝
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
る
。

足
先
を
遠
く
へ
伸
ば
す
。
こ
の

時
、
踵
を
押
し
出
す
よ
う
に
す

る
の
が
コ
ツ
。
次
は
膝
を
左
右

に
揺
ら
す
運
動
。
ふ
く
ら
は
ぎ

の
肉
を
ぶ
る
ぶ
る
揺
ら
す
。
次

は
足
の
指
先
と
手
の
指
を
グ
ー

パ
ー
で
逆
、
左
右
、
斜
め
対
象

に
す
る
運
動
。
こ
れ
は
脳
ト
レ

に
も
役
立
つ
の
で
し
っ
か
り
手

足
を
見
な
が
ら
す
る
こ
と
。
次

は
膝
を
パ
タ
パ
タ
す
る
運
動
。

膝
の
高
さ
違
い
を
改
善
す
る
運

動
で
、
左
膝
が
上
が
っ
て
い
る

人
は
、
右
に
傾
い
て
、
左
膝
を

押
す
、
逆
に
右
膝
が
上
が
っ
て

い
る
人
は
左
に
傾
い
て
、
右
膝

を
押
す
。
こ
の
ほ
か
、
手
を
前

に
背
中
を
後
ろ
に
丸
め
て
体
を

ほ
ぐ
す
運
動
な
ど
を
実
演
紹

介
。
最
後
に
目
を
閉
じ
て
眼
球

を
左
右
に
５
回
ず
つ
回
す
。
視

力
が
回
復
し
た
感
覚
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
運
動
を
す
る
こ
と

で
首
も
動
か
し
や
す
く
な
る
。

﹁
ぜ
ひ
、
お
時
間
の
あ
る
時
に

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
﹂
と
指

導
し
た
。
原
田
さ
ん
は
、
筋

ト
レ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
健
康

を
テ
ー
マ
にY

ouT
ube

で

﹁
大
ち
ゃ
ん
の
筋
ト
レ
・
ダ
イ

エ
ッ
ト
プ
ロ
情
報
﹂
の
動
画

配
信
も
し
て
い
る
。
詳
細
は

https://m
bp-japan.com

/
fukuoka/d-fit/

ス
ト
レ
ッ
チ
方
法

原
田
大
輔
さ
ん
指
導

ＪＡＡ春のヘルスフェア

すぐ体感！
30 分で体が楽になる
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■
ボ
ト
ル
飲
料
産
業
へ
の
警
告

　
カ
ナ
ダ
の
国
連
シ
ン
ク
タ
ン

ク
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
水
環
境
研

究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
ボ
ト

ル
飲
料
の
水
質
基
準
は
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ボ
ト
ル

の
ゴ
ミ
量
は
増
加
傾
向
だ
。
３

月
の
報
告
書
﹃
世
界
の
ボ
ト
ル

飲
料
水
産
業:

影
響
と
傾
向
の

評
価
﹄
で
は
、
40
か
国
の
事
例

か
ら
﹁
飲
料
水
不
足
は
深
刻
。

安
全
な
水
を
世
界
に
供
給
す
る

目
標
は
遅
延
し
て
い
る
。
企
業

利
益
重
視
の
ボ
ト
ル
生
産
は
ゴ

ミ
量
を
増
加
さ
せ
て
い
る
﹂
と

マ
ダ
ー
ニ
新
所
長
が
指
摘
し

た
。

■
毎
年
ゴ
ミ
量
は
ト
ラ
ッ
ク

ボ
ト
ル
飲
料
水
、
水
質
規
制
が
ゆ
る
く
安
全
と
は
限
ら
な
い
。

ゴ
ミ
量
も
急
増
。
国
連
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
警
鐘

62
万
台

　
消
費
拡
大
で
プ
ラ
ゴ
ミ
廃

棄
量
が
減
少
す
る
ど
こ
ろ

か

増

加
。

毎

年

の

ゴ

ミ

総

重
量
は
40
ト
ン
。
ト
ラ
ッ
ク

62
万
５
０
０
０
台
分
に
相
当
し

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
タ
イ
ま
で

の
距
離
に
な
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
、
２
０
１
９
年
は
生
産
ボ

ト
ル
の
35
％
の
み
が
再
利
用
さ

れ
、
65
％
は
埋
め
立
て
か
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
１

年
に
は
６
０
０
０
億
個
の
ボ
ト

ル
生
産
︵
推
計
︶
の
う
ち
、
35

〜
40
％
相
当
の
２
５
０
０
万
ト

ン
の
み
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︵
リ
サ
イ
ク

ル
指
定
︶
に
換
算
さ
れ
た
が
大

半
は
沿
岸
に
埋
立
て
処
分
さ
れ

た
。

■
ボ
ト
ル
飲
料
は
水
質
監
督
さ

れ
て
い
な
い

　
特
記
す
べ
き
は
ス
マ
ッ
テ
ィ

ン
前
研
究
所
長
が
﹁
公
共
水
道

事
業
者
は
行
政
の
監
督
下
に
置

か
れ
て
い
る
が
、
ボ
ト
ル
飲
料

企
業
に
は
さ
ほ
ど
厳
し
く
監
督

規
制
や
精
査
が
実
行
さ
れ
て
い

な
い
﹂
と
指
摘
し
、﹁
細
か
い

水
質
基
準
は
ボ
ト
ル
水
に
は
滅

多
に
適
用
さ
れ
ず
、
検
査
頻
度

は
低
く
検
査
項
目
も
少
な
い
。

分
析
が
実
施
さ
れ
て
も
結
果
が

公
開
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
。

水
質
の
規
制
法
令
の
強
化
が
今

ま
で
以
上
に
重
要
﹂
と
述
べ
た

こ
と
。
ボ
ト
ル
飲
料
水
が
安
全

と
は
限
ら
な
い
事
実
、
こ
れ
は

消
費
者
に
は
見
過
ご
せ
な
い
。

■
企
業
責
任
は
ど
こ
に
？
　

　
ボ
ト
ル
生
産
企
業
の
明
確
な

﹁
商
品
の
説
明
責
任
と
情
報
開

示
﹂
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
態
が

不
透
明
、
環
境
保
全
や
人
の
健

康
を
妨
げ
て
い
る
。
こ
の
事
実

に
関
連
す
る
企
業
責
任
は
大
き

い
。
報
告
書
は
﹁
企
業
利
益
の

み
の
追
求
が
世
界
の
不
平
等
に

繋
が
る
ケ
ー
ス
だ
。
人
の
健
康

と
環
境
を
守
る
飲
料
水
を
安
定

的
に
世
界
へ
供
給
す
る
必
要
性

が
急
務
で
あ
る
﹂と
警
鐘
し
た
。

関
連
企
業
は
、
ボ
ト
ル
水
質
管

理
、
ゴ
ミ
量
ゼ
ロ
化
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
企
業
責
任
と
し
て
自
覚

し
、
早
急
に
対
策
を
練
る
べ
き

で
あ
る
。
安
全
な
ボ
ト
ル
飲
料

水
の
世
界
へ
の
供
給
は
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
再

市
場
構
築
の
機
会
に
な
る
だ
ろ

う
。

報
告
書
英
文:

h
ttp

s://in
w

e
h

.u
n

u
.

e
d

u
/

w
p

-c
o

n
te

n
t/

uploads/2023/03/U
N

U
_

B
ottledW

ater_R
eport_

F.pdf
(SDGs 

ラ
イ
タ
ー
／
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー:

古
市
裕
子)

　
米
大
手
放
送
会
社
Ｃ
Ｂ
Ｓ

は
9
日
、
近
年
ア
ル
フ
ァ
ガ

ル
︵A

lpha-gal

︶
ア
レ
ル
ギ

ー
の
発
症
が
増
加
し
て
い
る
と

報
じ
た
。
こ
れ
は
ダ
ニ
の
咬
傷

に
よ
っ
て
発
症
し
、
赤
身
肉

や
乳
製
品
に
対
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
が
起
こ
る
も
の
で
、

２
０
０
９
年
の
24
件
の
症
例
か

ら
現
在
で
は
4
万
件
ほ
ど
に
上

っ
て
い
る
。
多
く
の
症
例
が
特

に
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
で
起
こ
っ
て
い
る
と

し
た
。
こ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発

症
し
て
も
鶏
肉
や
魚
等
の
食
材

は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
さ

な
い
た
め
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
大
学
の

タ
マ
ル
・
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
博

士
は
﹁
現
時
点
で
の
唯
一
の
回

避
策
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

引
き
起
こ
す
食
品
を
避
け
る
こ

と
﹂
と
語
っ
て
い
る
。

増
え
る
ア
ル
フ
ァ
ガ
ル

ア
レ
ル
ギ
ー
Ｎ
Ｙ
発
症

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://mbp-japan.com/fukuoka/d-fit/
https://nyc.kurashifeed.com/webinar/
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Ａ
Ｉ
で
会
社
の
業
務
は

代
行
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
？
︵
中
︶

クイック USA

133

し
て
い
る
Ａ
Ｉ
で
あ
る
と
認
め

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
社
内
の

Ｈ
Ｒ
機
能
を
こ
のC

hatG
PT

に
丸
投
げ
す
る
と
い
う
こ
と
は

ま
だ
相
当
に
時
期
尚
早
で
あ
る

と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。
や
は

り
現
段
階
で
は
、C

hatG
PT

は
ま
だ
ま
だ
有
能
な
ア
シ
ス
タ

ン
ト
的
な
領
域
に
あ
る
と
考
え

る
の
が
適
切
で
、C

hatG
PT

が
作
成
し
た
文
章
の
見
直
し
や

推
敲
、
そ
し
て
書
き
加
え
や
拡

張
発
展
を
人
間
の
筆
者
が
手
を

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
社
内
外

に
出
す
文
章
と
し
て
は
、
い
か

に
も
十
分
で
は
な
い
、
物
足
り

な
さ
が
残
る
の
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
書
か
れ
て
あ

る
骨
子
に
つ
い
て
は
ま
っ
と
う

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

Ｈ
Ｒ
と
し
て
生
か
さ
な
い
手
は

な
い
と
い
え
ま
す
。
う
ま
く
使

え
ば
、
業
務
の
時
間
短
縮
に
繋

が
り
ま
す
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
は

ず
す
こ
と
も
防
げ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　C
hatG

PT

の
よ
う
な
文
章

や
会
話
作
成
型
の
Ａ
Ｉ
は
人
々

に
と
っ
て
汎
用
性
が
非
常
に
高

く
、
世
界
で
１
億
人
の
人
が
す

ぐ
に
飛
び
つ
く
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
と

い
う
の
は
実
際
に
試
し
て
み
て

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
が
、
Ａ
Ｉ
はC

hatG
PT

に
限
っ
た
作
成
型
の
ツ
ー
ル
ば

か
り
で
は
な
く
、
す
で
に
Ｈ
Ｒ

の
分
野
で
も
応
募
者
や
従
業
員

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
み
た
り
、
は
た
ま
た

応
募
者
の
採
用
上
に
お
け
る
採

否
ま
で
を
判
断
す
る
Ａ
Ｉ
ツ
ー

　

各

質

問

に

対

す

る

C
hatG

PT

の
回
答
を
見
ま
す

と
、
非
常
に
簡
潔
で
的
を
射
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
回
答
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た

回
答
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
特
に

私
の
ほ
う
で
指
定
し
た
わ
け
で

も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
問
わ

れ
る
質
問
の
形
態
に
よ
っ
て
自

動
的
に
よ
り
適
切
な
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
を
選
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
語

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
結
論
と
し
て
い
え
る
こ
と

は
、
最
初
の
入
門
初
期
的
な
模

範
回
答
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の

出
来
だ
と
い
え
る
レ
ベ
ル
に
す

で
に
達
し
て
い
る
と
い
っ
て
差

し
支
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
確
か
にC

hatG
PT

は

驚
く
べ
き
文
章
作
成
機
能
を
有

Ａ
Ｉ
規
制
セ
ミ
ナ
ー

日
本
ク
ラ
ブ
で
19
日

　
連
邦
労
働
省
が
10
日
発
表
し

た
４
月
の
消
費
者
物
価
は
年
率

４
・
９
％
の
上
昇
と
な
り
、
同

日
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
イ
ン
フ
レ
率
に

わ
ず
か
な
が
ら
落
ち
着
き
が
み

ら
れ
た
と
報
じ
た
。
5
％
を
下

回
る
結
果
は
２
０
２
１
年
6
月

以
来
初
と
な
る
。

　
こ
の
上
昇
率
は
過
去
2
年
で

最
も
低
い
伸
び
率
。
変
化
の
し

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
品
の

コ
ス
ト
を
含
ま
な
い
コ
ア
・
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
先
月
、５
・

５
％
上
昇
し
た
。
同
省
は
物
価

が
上
昇
を
続
け
る
最
大
の
要
因

は
、
土
地
の
価
格
、
ガ
ソ
リ
ン

と
中
古
車
の
価
格
上
昇
と
分
析

し
て
い
る
。

米
国
の
物
価
上
昇
４
・
９
％

４
月
統
計
や
や
落
ち
着
き

　
﹁

デ

ー

タ

プ

ラ

イ

バ

シ

ー
・
Ａ
Ｉ
規
制
セ
ミ
ナ
ー
〜

C
hatG

PT

を
は
じ
め
と
す
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
進
展
を
ふ
ま
え

て
﹂
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
、

19
日
︵
金
︶
午
後
１
時
か
ら
４

時
30
分
ま
で
、
日
本
ク
ラ
ブ
︵
西

57
丁
目
１
４
５
番
地
２
階
ロ
ー

ズ
ル
ー
ム
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

︵
主
催
：S&
K

 B
russels

法

律
事
務
所
と
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ 

Ｎ
Ｙ
︶

　
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
お
い
て

デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
Ａ
Ｉ

規
制
分
野
お
よ
び
技
術
開
発
の

動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
政
府
関

係
者
が
最
新
動
向
と
関
連
事
項

を
解
説
。
ま
た
、
日
系
米
国
子

会
社
が
今
か
ら
備
え
て
お
く
べ

き
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
に

つ
い
て
専
門
弁
護
士
が
日
本
語

で
解
説
す
る
。
講
師
は
、
大
内

康
次
氏
︵
在
米
日
本
国
大
使
館

参
事
官
︶
、
田
中
隆
浩
氏
︵
国

立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信

研
究
機
構
ワ
シ
ン
ト
ン
事
務

所
次
長
︶、
牧
野
知
子
氏
︵
一

般
財
団
法
人
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
振
興
セ
ン
タ
ー
ワ
シ
ン
ト

ン
事
務
所
次
長
︶、
杉
本
武
重

ル
が
現
在
で
は
出
回
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
で
今
年
４
月
15
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
新
条
例
で
は
全
米
で
初

め
て
こ
の
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
採
用

に
対
し
て
の
規
制
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
規
制
と
は
、
採
否

氏
︵S&

K
 B

russels

法
律
事

務
所
代
表
弁
護
士
︶。
参
加
費

は
一
般
35
ド
ル
、
会
員
25
ド

ル
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
nipponclub.org/?lang=ja

　
本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　
8
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
紙
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
で
店

を
構
え
る
こ
と
が
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
高

騰
し
続
け
る
家
賃
に
滞
納
者
が

増
え
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
、
主
に
黒
人
、
ラ
テ
ン
系
、

ア
ジ
ア
系
の
人
々
が
経
営
す
る

小
さ
な
店
舗
が
危
機
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
チ
ャ

ヤ
常
務
取
締
役
、
ア
ネ
ッ
タ
・

シ
ー
チ
ャ
ラ
ン
氏
に
よ
る
と

﹁
移
民
の
一
番
の
問
題
は
家
賃

で
あ
る
﹂
と
い
う
。
住
む
と
こ

ろ
の
み
で
な
く
、
働
く
場
所
の

家
賃
を
負
担
す
る
こ
と
は
さ
ら

に
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ

る
調
査
で
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
地

域
に
あ
る
１
０
０
以
上
の
小
規

模
経
営
の
う
ち
、
3
分
の
2
の

経
営
者
が
昨
年
よ
り
少
な
く
と

も
10
％
以
上
高
騰
し
た
家
賃
が

一
番
の
懸
念
点
だ
と
言
っ
て
い

る
と
い
う
。

店舗経営が厳しい

家賃の上昇著しく

を
決
定
す
る
Ａ
Ｉ
自
体
に
バ
イ

ア
ス
が
な
い
か
ど
う
か
を
外
部

の
独
立
し
た
第
三
者
機
関
を
使

っ
て
毎
年
監
査
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
応
募
者

に
も
採
否
決
定
に
Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
い
る
こ
と
を
採
用
プ
ロ
セ
ス

が
始
ま
る
原
則
10
日
前
ま
で
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
の
条
件
を
規
定
し
て
い
ま

す
。

酒
井
謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc.

　CEO
www.919usa.com

特に有色人経営店が危機

■
﹃
米
商
務
省
、
ア
ン
チ
ダ

ン
ピ
ン
グ
税
・
補
助
金
相
殺

関
税
の
執
行
強
化
の
規
則
案

を
公
表 

﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
︶
＝
米
国
商
務
省
国
際
貿

易
局
︵
Ｉ
Ｔ
Ａ
︶
は
5
月
9

日
、
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
税

︵
Ａ
Ｄ
︶
と
補
助
金
相
殺
関

税
︵
Ｃ
Ｖ
Ｄ
︶
の
執
行
強
化

に
関
す
る
規
則
案
を
官
報
で

公
示
し
た
。
■
﹃
米
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
ジ
ャ
パ
ン
・
ス
ト

リ
ー
ト
・
フ
ェ
ア
、
日
本
食

求
め
る
多
く
の
市
民
来
場
﹄

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
5
月
13
日
、

日
本
総
領
事
館
と
、
ジ
ェ
ト

ロ
を
事
務
局
と
す
る
農
産
品

輸
出
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
、
米
国
最
大
級
の
日
本
食

ス
ト
リ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
﹁
ジ

ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
﹂
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、﹁
ジ

ャ
パ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ

ェ
ア
﹂
が
開
催
さ
れ
た
。
■

﹃
食
品
関
連
展
示
会
﹁
グ
ッ

ド
・
フ
ー
ド
・
マ
ー
カ
ン
タ

イ
ル
﹂
が
オ
レ
ゴ
ン
州
で
開

催
、
１
９
１
社
・
団
体
が
出

展
﹄
︵
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

発
︶
＝
﹁
グ
ッ
ド
・
フ
ー
ド
・

マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
﹂
が
4
月

22
日
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細

は
、
ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ

ー
ス
５
月
16
日
号
を
参
照
。

問
い
合
わ
せ
は
ジ
ェ
ト
ロ

Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ
メ
ー
ル
　

rept@
jetro.go.jp

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
https://www.nipponclub.org/?lang=ja
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ブ
ラ
ン
ト
財
団
に
よ
る
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
ア
ン
デ
ィ
・
ウ

ォ
ー
ホ
ル
展
﹁T

hirty A
re 

B
etter T

han O
ne

﹂

が

7

月
31
日
︵
月
︶
ま
で
、
ブ
ラ
ン

ト
財
団
︵
東
６
丁
目
４
２
１
番

地
︶
に
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
同
展
は
ウ
ォ
ー
ホ
ル
作
品
の

最
大
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
も
い
え

る
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
氏
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
。
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ

ー
ン
、
彫
刻
か
ら
ポ
ラ
ロ
イ
ド

ま
で
１
０
０
点
を
超
え
る
展
示

品
の
中
に
は
、
ブ
ラ
ン
ト
氏
が

ウ
ォ
ー
ホ
ル
作
品
で
初
め
て
購

入
し
た
﹁R

ed E
lvis

︵
赤
い

エ
ル
ビ
ス
︶﹂
や
、
１
９
６
２

年
に
ク
レ
ヨ
ン
と
鉛
筆
で
描
か

れ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
ス
ー
プ
缶

の
絵
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
無
料
で
入
場
可
能
な
ギ

フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ブ
ラ
ン

ト
財
団
と
ウ
ォ
ー
ホ
ル
財
団
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
パ
ー
カ

ー
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
等
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
開
廊
時
間
は
午
前
11
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
。
月
・
火
曜
は

休
廊
。入
場
料
は
大
人
20
ド
ル
、

シ
ニ
ア
18
ド
ル
、学
生
15
ド
ル
、

12
歳
以
下
は
無
料
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
brantfoundation.org/

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
展

ブ
ラ
ン
ト
財
団
で
開
催
中

　
日
本
各
地
に
伝
承
さ
れ
る
踊

り
を
研
究
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

日
本
の
伝
統
的
な
民
族
舞
踊

を
紹
介
す
る
﹁
民
舞
座-T

he 
Japanese Folk D

ance In-
stitute of N

ew
 Y

ork

﹂
の

結
成
30
周
年
を
記
念
す
る
行
事

﹁T
he F

estival of Japan: 

D
rum

s +
 D

ance

﹂
が
、
6

月
17
日
︵
土
︶
と
18
日
︵
日
︶

の
2
日
間
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ロ
ウ
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に

あ
るA

brons A
rts C

enter 
Playhouse T

heater

︵

グ

ラ
ン
ド
通
り
４
６
６
番
地
︶
で

開
催
さ
れ
る
。

　
民
舞
座
は
１
９
９
２
年
、
舞

踊
家
の
鈴
木
百
さ
ん
に
よ
っ
て

創
立
さ
れ
た
。
山
形
の
花
笠
音

頭
を
は
じ
め
日
本
各
地
に
あ
る

伝
統
芸
能
で
あ
る
﹁
民
舞
﹂
を

米
国
で
広
め
る
た
め
長
年
に
わ

た
り
さ
ま
ざ
ま
な
公
演
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
有
名
な
メ
イ
シ

ー
ズ
の
感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
や
フ

ロ
リ
ダ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル

ド
、大
リ
ー
グ
の
メ
ッ
ツ
球
場
、

そ
し
て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園

の
桜
祭
り
な
ど
数
々
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
演
、
米
国
全
国
区
テ
レ

ビ
局
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
番

組
内
で
も
踊
り
を
披
露
し
た
実

績
も
あ
る
。

　
今
回
の
記
念
公
演
で
は
、
民

舞
座
の
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と

し
て
多
彩
な
民
族
舞
踊
を
披
露

す
る
他
、
日
本
か
ら
和
太
鼓
集

団
の
﹁
助
六
太
鼓
﹂
を
招
へ
い

し
共
演
す
る
。
青
森
県
の
津
軽

あ
い
や
節
、
岩
手
県
北
上
市
の

滑
田
鬼
剣
舞
な
ど
も
演
じ
る
。

ま
た
、
津
軽
三
味
線
奏
者
で
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
な

つ
み
ゆ
ず
さ
ん
も
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
登
場
す
る
。

　
開
演
時
間
は
17
日
が
午
後
7

時
か
ら
、
18
日
は
午
後
2
時
か

ら
。入
場
料
は
前
売
り
25
ド
ル
、

当
日
30
ド
ル
、
シ
ニ
ア
20
ド

ル
、
学
生
は
15
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
民
舞
座
の
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://japanese-
folkdance.org/

を
参
照
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

japan
esefolkdan

cen
y

@
gm

ail.com
 

ま
で
。

Abrons Arts Center Playhouse Theater

民
舞
座
結
成
30
周
年
記
念

特
別
公
演
６
月
17
日
、18
日

な
つ
み
ゆ
ず

助
六
太
鼓

民
舞
座

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.brantfoundation.org/
https://japanesefolkdance.org/
mailto:japanesefolkdanceny@gmail.com
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

Hanamaru Japanese Marketplace
140 Jericho Turnpike 
Syosset, NY 11791
Tel: 516-921-0600

https://hanamarumart.us
営業時間　日〜金　9:30-19:00
                  土　       9:30-20:00

　
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
﹁
は

な
ま
る
マ
ー
ト
﹂
︵
サ
ヨ
セ
ッ

ト
、
ジ
ェ
リ
コ
タ
ー
ン
パ
イ
ク

１
４
０
番
地
︶
は
、
２
０
１
９

年
９
月
に
開
店
し
た
日
本
食
材

店
と
ラ
ー
メ
ン
や
定
食
が
食
べ

ら
れ
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
や
、
今

年
２
月
に
開
店
し
た
日
本
の
お

酒
、
焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ
ー
が
手

に
入
る
﹁
は
な
ま
る
酒
﹂
に
続

い
て
、
こ
の
ほ
ど
、
日
本
の
日

用
品
、
コ
ス
メ
、
雑
貨
が
揃

う
﹁
は
な
ま
る
雑
貨
﹂
＝
写
真

＝
を
オ
ー
プ
ン
。
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
で
は
初
と
な
る
、
日
本

の
も
の
が
揃
う
総
合
商
業
施
設

﹁
は
な
ま
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ

イ
ス
﹂
が
完
成
し
た
。

　
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
５
月
の
青

空
の
下
、
週
末
に
は
地
元
の
日

本
人
や
ア
メ
リ
カ
人
家
族
な

ど
、
日
本
の
雑
貨
や
コ
ス
メ
を

入
手
し
よ
う
と
す
る
大
勢
の
顧

客
で
賑
わ
っ
た
。
オ
ー
ナ
ー
の

角
田
美
和
さ
ん
は
﹁
今
ま
で
こ

う
い
う
日
本
の
商
品
を
揃
え
る

に
は
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
在

住
の
人
は
Ｎ
Ｙ
市
ま
で
出
る

か
、
橋
を
渡
っ
て
Ｎ
Ｊ
ま
で
行

か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
。
地

元
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
食

材
か
ら
雑
貨
ま
で
す
べ
て
揃
う

お
店
を
作
る
の
が
夢
だ
っ
た
﹂

と
話
す
。

　
は
な
ま
る
マ
ー
ト
の
開
店
か

ら
半
年
で
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、

一
旦
店
舗
は
閉
じ
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ー
パ
ー

に
切
り
替
え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
日
本
商
品
が
揃
う
施
設
が
完
成

は
な
ま
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

　
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ウ
ン
テ

ィ
・
フ
ァ
ー
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア

ム
︵73-50 Little N

eck 
Pkw

y, Q
ueens

︶
で
は
６
月

の
全
米
酪
農
月
間
︵N

ational 
D

airy M
onth

︶
と
全
米
花
粉

月
間
︵N

ational Pollinator 
M

onth

︶
に
ち
な
み
、
６
月
の

１
か
月
間
を
﹁
ミ
ル
ク
＆
ハ
ニ

ー
月
間
﹂
と
称
し
て
酪
農
と
蜂

蜜
を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
。
同
フ
ァ
ー

ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
１
６
９
７

年
か
ら
運
営
を
開
始
し
た
、
Ｎ

Ｙ
州
で
長
く
農
業
を
続
け
て
い

る
場
所
の
ひ
と
つ
。
Ｎ
Ｙ
市
内

で
最
大
の
養
蜂
場
が
あ
り
、
コ

ー
ネ
ル
大
学
が
共
同
研
究
所
と

し
て
使
用
し
て
お
り
、
一
般
の

来
場
者
へ
の
生
態
系
・
都
市
環

境
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
６
月
３
日
︵
土
︶
午
後
７
時

中
は
地
元
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｙ
市
な
ど
全
域

に
食
料
品
を
配
達
し
、
何
と
か

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
っ
た
。
今

年
に
入
っ
て
酒
店
を
開
業
し
、

引
き
続
き
同
敷
地
内
に
雑
貨
店

も
開
業
。
創
業
３
年
目
に
し
て

や
っ
と
念
願
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

レ
イ
ス
に
な
っ
た
。
無
料
駐
車

場
も
広
く
ゆ
っ
く
り
買
い
物
が

楽
し
め
る
環
境
だ
。
な
お
、
同

店
は
現
在
も
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
全
域
を
は
じ
め
各
エ
リ
ア
に

配
達
を
続
行
中
。
ま
た
現
在
、

雑
貨
店
の
オ
ー
プ
ン
記
念
セ
ー

ル
も
実
施
し
て
い
る
。

か
ら
は
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー

ン
と
呼
ば
れ
る
６
月
の
満
月
が

初
夏
の
夜
空
に
昇
る
の
を
眺
め

な
が
ら
、
ガ
イ
ド
付
き
フ
ァ
ー

ム
ツ
ア
ー
、
採
れ
た
て
イ
チ

ゴ
や
ワ
イ
ン
ペ
ア
リ
ン
グ
が

楽
し
め
る
﹁C

elebrate the 
Straw

berry M
oon

﹂
を
開

催
。
野
菜
や
果
物
が
実
る
美
し

い
畑
の
な
か
で
、
同
フ
ァ
ー
ム

の
３
２
５
年
に
わ
た
る
農
業
と

再
生
農
法
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。

参
加
費
は
40
ド
ル
︵
21
歳
以

上
の
み
︶
。
詳
細
はhttps://

w
w

w
.queensfarm

.org

　
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
定
番
、
帆

立
貝
の
コ
キ
ー
ル
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。
春
先
に
最
も
美
味
し

い
旬
の
ホ
タ
テ
貝
を
食
べ
る
の

が
フ
レ
ン
チ
風
だ
と
か
？ 

帆

立
貝
は
、
日
本
で
は
北
海
道
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
の
荒
波
の
中
で
育

っ
た
帆
立
貝
が
超
美
味
し
い
！
　

旬
は
産
卵
後
の
３
〜
４
月
で
６

〜
７
月
に
大
き
く
育
っ
た
ホ
タ

テ
貝
は
美
味
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

材
料
︵
２
人
分
︶

　
ホ
タ
テ
貝
柱︵
４
個
／
１
人
︶

海
老
2
尾
、
貝
背
殻
２
枚
、
マ

ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
大
２
個
︵
細
か

く
切
る
︶
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
︵
ま

た
は
玉
ね
ぎ
み
じ
ん
ぎ
り
︶
白

ワ
イ
ン
１
／
３
カ
ッ
プ
、
生
ク

リ
ー
ム
１
／
２
カ
ッ
プ
、
レ
モ

ン
汁
。
塩
、
胡
椒
　
少
々
。
バ

タ
ー
大
４
さ
じ
、
ル
ー
︵
溶
か

し
バ
タ
ー
大
さ
じ
１
×
小
麦
粉

１
︶、
卵
︵
１
、２
個
︶　

作
り
方

①
テ
フ
ロ
ン
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に

バ
タ
ー
を
少
々
入
れ
、
中
火
で

帆
立
と
海
老
を
入
れ
、
軽
く
両

面
を
色
付
け
し
、
エ
シ
ャ
ロ
ッ

ト
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
を
加
え

炒
め
、
白
ワ
イ
ン
を
加
え
２
〜

３
分
し
、
帆
立
を
取
り
出
し
て

お
く
。

②
同
じ
フ
ラ
イ
パ
ン
に
出
汁
と

生
ク
リ
ー
ム
を
加
え
て
４
〜
５

分
煮
込
み
︵
ル
ー
を
溶
か
し
、

バ
タ
ー
１
×
小
麦
粉
１
︶
と
ろ

み
を
付
け
る
。
同
時
に
卵
黄
１

個
、
レ
モ
ン
汁
少
々
で
味
付
け

し
バ
タ
ー
を
大
１
、
２
混
ぜ
込

み
︵
モ
ン
テ
︶
一
つ
の
コ
キ
ー

ル
貝
背
殻
に
ホ
タ
テ
を
４
個
ず

つ
入
れ
海
老
１
尾
入
れ
ソ
ー
ス

を
注
い
で
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
色

を
着
け
て
仕
上
げ
る
。

　
ホ
タ
テ
貝
の
香
り
が
香
ば
し

い
。
シ
ン
プ
ル
な
味
わ
い
で
乾

杯
！

coquille saint- Jacques

ホ
タ
テ
貝
コ
キ
ー
ル
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク

6月の満月

ストロベリームーン楽しむ

クイーンズ農場博物館

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://www.bozubrooklyn.com/
https://hanamarumart.us/
https://hanamarumart.us
https://www.queensfarm.org
https://www.queensfarm.org
https://www.queensfarm.org
https://www.queensfarm.org
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 BOOKS
　
辛
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
読

後
、
何
度
も
何
度
も
深
呼
吸
を

し
て
気
分
を
落
ち
着
か
せ
た
。

な
ぜ
な
ら
自
分
を
重
ね
て
し
ま

う
共
通
点
が
多
か
っ
た
か
ら
。

実
際
、
そ
う
感
想
を
抱
い
て
い

た
人
が
多
い
よ
う
で
反
響
が
大

き
く
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

の
記
事
も
読
ん
だ
。

　
本
作
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
２
０
１
８
年
、
母
親

を
殺
害
し
、
遺
体
を
バ
ラ
バ
ラ

に
し
、
遺
棄
し
た
と
い
う
こ
と

で
31
歳
の
女
性
が
逮
捕
さ
れ

た
。
母
親
は
娘
に
国
立
大
学
医

学
部
へ
の
進
学
を
強
要
し
、
娘

は
９
年
に
わ
た
っ
て
浪
人
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
９
年
と
い
う

年
月
の
長
さ
が
と
て
も
強
烈
だ

っ
た
の
で
当
時
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
っ
た
。

　
著
者
の
齊
藤
彩
氏
は
共
同
通

信
社
の
司
法
担
当
記
者
で
こ
の

事
件
を
取
材
し
興
味
を
持
っ
た

と
い
う
︵
現
在
は
退
社
︶。
娘

︵
高
崎
あ
か
り
・
仮
名
︶
は
一

審
で
は
殺
人
を
否
認
し
、
母
親

は
自
殺
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

た
の
が
、
二
審
で
殺
人
を
認
め

た
。あ
ま
り
な
い
こ
と
な
の
で
、

詳
し
く
調
べ
る
こ
と
に
し
た
と

い
う
。
調
べ
る
う
ち
に
、
著
者

も
あ
か
り
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な

経
験
を
持
ち
悩
ん
で
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
そ
れ
は
過
干
渉

の
母
親
と
の
関
係
性
に
苦
し

み
、
あ
か
り
さ
ん
と
同
じ
よ
う

に
、
周
り
の
人
に
言
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
親
と
の
関
係

や
教
育
を
め
ぐ
る
確
執
に
一
人

で
悩
ん
で
い
る
人
は
他
に
も
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の

が
執
筆
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
り
、
獄
中
の
あ
か
り
さ
ん
と

交
わ
し
た
往
復
書
簡
を
も
と
に

本
書
を
綴
っ
た
と
い
う
。

　
ニ
ュ
ー
ス
で
は
母
親
を
殺
害

し
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
と
い
う
猟

奇
的
な
部
分
の
み
が
フ
ォ
ー
カ

ス
さ
れ
る
が
、
母
か
ら
の
虐
待

や
束
縛
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
た

あ
か
り
さ
ん
を
探
偵
を
雇
い
見

つ
け
出
し
た
り
、
悍
ま
し
い
体

罰
や
娘
の
気
を
ひ
く
た
め
に
自

殺
未
遂
を
起
こ
し
た
り
、
あ
か

り
さ
ん
の
母
親
が
あ
ま
り
に
も

酷
い
。
母
親
自
身
の
話
も
書
か

れ
て
い
る
が
、
母
親
の
話
こ
そ

さ
ら
に
一
冊
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
に
な
る
人
生
で
あ
っ
た
。

母
親
に
捨
て
ら
れ
︵
米
軍
の
軍

医
と
再
婚
し
て
渡
米
︶、
我
が

娘
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
人
生
。

母
親
自
身
が
あ
か
り
さ
ん
の
祖

母
で
も
あ
る
自
分
の
母
か
ら
愛

さ
れ
た
く
て
、
大
切
に
さ
れ
た

く
て
、
娘
の
あ
か
り
さ
ん
を
使

っ
て
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
た
か

ら
歪
ん
だ
束
縛
に
な
っ
た
と
思

え
た
。
母
こ
そ
が
愛
を
乞
う
ひ

と
だ
っ
た
の
だ
。

　
私
も
母
と
の
関
係
に
悩
む
娘

の
ひ
と
り
で
あ
る
。
渡
米
し
た

理
由
の
ひ
と
つ
は
親
と
離
れ
て

暮
ら
し
た
か
っ
た
か
ら
で
帰
国

し
た
の
は
親
思
い
の
娘
だ
か
ら

で
は
な
い
。
お
願
い
し
た
親
族

が
、
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
て
し
ま
っ

た
ら
と
考
え
る
と
実
子
で
あ
る

私
が
帰
国
す
る
こ
と
が
迷
惑
を

か
け
な
い
最
善
の
方
法
だ
と
思

っ
た
か
ら
だ
。
弱
く
な
っ
た
母

を
見
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い

最
初
の
方
は
世
話
で
き
た
が
、

段
々
要
求
が
多
く
な
っ
て
く
る

と
子
供
の
時
に
叩
か
れ
た
こ
と

や
吐
か
れ
た
暴
言
が
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
て
、
私
が
優
し

く
し
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ

う
か
と
葛
藤
し
た
。
幸
い
に
も

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
が
何
で
も
話
し
て
く
だ
さ
い

と
言
っ
て
く
れ
る
方
で
傾
聴
し

て
く
れ
た
。
実
際
の
距
離
を
保

つ
こ
と
が
介
護
す
る
方
に
も
さ

れ
る
方
に
も
良
い
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
く
れ
た
の
で
逃
げ
た

い
と
思
う
の
は
普
通
の
気
持
ち

だ
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
幸
い

だ
っ
た
。
誰
も
が
娘
の
あ
か
り

に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
悩
み
な
が
ら
も
そ
こ
を
超
え

な
い
。
極
端
な
結
果
に
な
っ
た

話
を
読
む
の
は
辛
い
が
自
分
の

こ
と
を
考
え
る
機
会
が
持
て
た

一
冊
だ
っ
た
。
　
　︵
山
河
藍
︶

 母からの呪縛をといた娘
齊藤 彩・著

 講談社・刊

■挿絵の女（有吉佐和子、河出書房新社）『紀ノ川』『華岡
青洲の妻』『恍惚の人』『複合汚染』など数々の作品を発表
し 53 歳という若さで逝去した作家・有吉佐和子の単行本
未収録の短編を集めた本。戦争で記憶を失った絵描きと結
婚した編集者は夫を人気の挿絵画家にしたが、いつも描か
れる女は誰なのかで悩み精神を病んでいく表題作など６篇
を収録。■稚児桜 能楽ものがたり ( 澤田 瞳子、角川文庫 )
８つの能の名曲を下敷きにして描かれた短編集。表題作『稚
児桜』のオリジナルは『花月』。貧しさゆえに親から売ら
れた少年たちの物語。稚児という立場を受け入れて生きる
少年と、その立場に馴染めず周囲からいじめをうける少年。
ある日少年の元に自分を捨てた父親を名乗る男が会いに来
る。■トッド人類史入門 西洋の没落 ( エマニュエル・トッ
ド、 片山杜秀、佐藤優、文春新書 ) エマニュエル・トッド
はフランスの歴史人口学者・家族人類学者。トッド理解の
最良の入門書にして主著『我々はどこから来て、今どこに
いるのか？』を読み解くためのガイドとして出版。トッド
を支持する政治学者の片山杜秀と元外交官作家の佐藤優は
ト本書で日本の状況を説明する。■彼女が天使でなくなる
日（寺地はるな、ハルキ文庫 ）九州北部にある人口 300
人ほどの星母島。子どもについての願い事なら何でも叶え
てくれる母子岩が近年有名になった。1 年前に戻ってきた
千尋は託児所を併設した民宿を営む。子どもの悩みを抱え、母子岩のご利益
を頼りやってくる宿泊客。そんな客に千尋は言うべきことを言う連作短編集。
■よその島 ( 井上 荒野、中公文庫 ) 東京から「島」に移住した 70 代の夫婦
と友人のミステリー小説家の男。3 人は一軒家で暮らし始めた。妻が殺人者
と知った時、穏やかな離島の日々がサスペンスになった。みんな秘密を抱え
て現在と過去の話が交錯し不穏な空気が漂う。■忘却の整理学 ( 外山滋比古、
ちくま文庫）専門の英文学はもちろんのこと、思考、日本語論の分野でも活
躍し 2020 年に 96 歳で亡くなった外山滋比古。1983 年に刊行されて昨年も
大学生が読む本 1 位になり、累計 270 万冊も売れているロングベストセラー

『思考の整理学』の続編。固執しないために忘れる事の重要性を語る。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
有
吉
佐
和
子
の
単
行
本
未
収
録
作
品
。
能
を
下
敷
き
に
し
た
短
編
集
。
ト
ッ
ド
を
も
っ

と
理
解
す
る
た
め
の
入
門
書
。
子
育
て
の
悩
み
に
ま
つ
わ
る
短
編
連
作
集
。
離
島
に
移
住

し
た
３
人
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。﹃
思
考
の
整
理
学
﹄
続
編
の
再
販
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
ハ
グ
く
ま
さ
ん
は
、
森
で
出

会
う
も
の
は
誰
で
も
抱
き
し
め

て
︵
ハ
グ
し
て
︶
し
ま
い
ま
す
。

小
さ
な
鳥
や
ビ
ー
バ
ー
、
そ
し

て
大
き
な
ヘ
ラ
ジ
カ
さ
え
も
。

な
か
で
も
大
好
き
な
の
は
木
を

抱
き
し
め
る
こ
と
。
あ
る
日
、

人
間
の
男
が
や
っ
て
き
て
、
森

で
い
ち
ば
ん
立
派
な
木
を
切
り

倒
そ
う
と
斧
を
ふ
り
あ
げ
た
の

で
す
。
そ
れ
を
見
た
ハ
グ
く
ま

さ
ん
が
と
っ
た
行
動
と
は
？

　
ハ
グ
く
ま
さ
ん
は
決
し
て
暴

力
的
な
手
段
に
訴
え
ず
﹁
ど
ん

な
に
腹
が
た
っ
て
も
、
相
手
を

攻
撃
せ
ず
に
解
決
で
き
る
方
法

が
き
っ
と
あ
る
﹂
﹁
こ
こ
ろ
を

込
め
て
抱
き
し
め
た
ら
、
相
手

も
こ
こ
ろ
を
開
い
て
く
れ
る
は

ず
﹂
と
信
じ
て
い
る
。
世
界
の

人
が
み
ん
な
そ
う
信
じ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
戦
争
な
ん
て
な
く

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
優

し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
絵
本
。

本
書
で
は
、
世
界
の
環
境
問
題

に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
大
自

然
の
中
で
お
お
ら
か
に
生
き
る

こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
に
ハ
グ
の
偉
大
さ
を
伝

え
て
い
る
。
日
本
語
で
読
む
な

ら
﹃
ハ
グ
く
ま
さ
ん
﹄
︵
ク
レ

ヨ
ン
ハ
ウ
ス
︶
。　
　
　︵
高
田
︶

大
切
な
も
の
は
ハ
グ
を
し
て
守
ろ
う
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千
葉
県
内
の
バ
レ
エ
学
校
で

10
年
間
の
稽
古
を
経
て
19
歳
だ

っ
た
２
０
１
４
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
に
入
学
す
る
た
め
来

米
し
た
。
こ
の
後
、
米
国
最
古

の
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、
マ
ー

サ
・
グ
ラ
ハ
ム
・
ダ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
の
セ
カ
ン
ド
カ
ン
パ
ニ

ーG
raham

２
で
研
修
し
な

が
ら
教
師
の
資
格
を
取
得
。
後

に
同
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
に
所

属
し
、
一
貫
し
て
ダ
ン
サ
ー
と

し
て
活
動
し
、
バ
グ
リ
シ
ダ
ン

ス
カ
ン
パ
ニ
ー
と
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ
イ
ブ

ア
ー
ツ
、
ザ
・
チ
ェ
ル
シ
ー
・
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど
ア
メ
リ
カ
国
内

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て
い

る
。

　 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る
日
本

人
モ
ダ
ン
ダ
ン
サ
ー
の
先
駆
者
で

あ
る
折
原
美
樹
︵
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー

ド
大
教
授
︶
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
王
様
と
私
﹂
に

出
演
し
た
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
、

ス
ー
ザ
ン
・
キ
ク
チ
監
修
に
よ

る
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

﹁M
artha G

raham
 D

ance 
T

echnique

﹂︵
ダ
ン
ス
・
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
社
︶
の
ダ
ン
サ

ー
と
し
て
出
演
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
職
を
失
う
な
か
踊
り
に
関

わ
る
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。 

　
　

　
２
０
２
２
年
７
月
に
は
日
本

で
ト
ッ
プ
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ

ー
、
女
優
の
草
刈
民
代
主
催
の

キ
エ
フ
バ
レ
エ
支
援
の
バ
レ

エ
・
ガ
ラ
・
イ
ン
・
ト
ウ
キ
ョ

ウ
に
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
・
ダ

ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
の
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
招
か
れ
出
演
し
た
。
こ

の
公
演
に
は
世
界
で
活
躍
す
る

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
日
本
人
ダ
ン

サ
ー
19
人
と
キ
エ
フ
バ
レ
エ
の

プ
リ
ン
シ
パ
ル
ダ
ン
サ
ー
２
人

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
踊
り
手
目
指
す

モダンダンサー

佐藤 碧さん

が
訪
日
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現

状
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
バ
レ
エ
団

を
支
援
す
る
目
的
で
開
催
さ

れ
、
１
８
０
０
人
の
客
席
が
満

席
に
な
っ
た
公
演
だ
っ
た
。
キ

エ
フ
バ
レ
エ
を
支
援
す
る
と
い

う
一
つ
の
目
的
が
あ
り
、
踊
り

手
、
観
客
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ス
タ
ッ
フ
、
こ
の
公
演
に
携
わ

っ
た
全
て
の
人
で
支
え
て
い
る

と
い
う
の
を
実
感
で
き
、
世
界

で
名
の
知
れ
た
ダ
ン
サ
ー
同
士

で
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い
く
の

は
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
大
き

な
自
信
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
今
現
在
は
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ

ム
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
学
校
で
の

指
導
、
ま
た
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド

大
学
で
折
原
美
樹
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
携
わ
り
、
歴
史
あ
る

ダ
ン
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
次
世
代

に
継
承
す
る
こ
と
に
専
念
し
て

い
る
。
14
日
に
マ
ー
サ
・
グ
ラ

ハ
ム
・
ス
タ
ジ
オ
で
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
を
拠
点
に
活
動
す

る
キ
ャ
ス
リ
ン
・
ロ
ス
ザ
ッ
ク

監
督
の
公
演
で
自
身
作
の
ソ
ロ

作
品
と
グ
ル
ー
プ
作
品
に
出

演
。
6
月
に
は
ス
ザ
ン
ヌ
・
ポ

ロ
マ
レ
ン
コ
・
ダ
ン
ス
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ア
ル
フ

ァ
・
オ
メ
ガ
・
ダ
ン
ス
シ
ア
タ

ー
で
、
ま
た
エ
イ
リ
ー
・
シ
テ

ィ
グ
ル
ー
プ
シ
ア
タ
ー
で
行
わ

れ
る
ブ
グ
リ
シ
・
ダ
ン
ス
ヒ
ア

タ
ー
に
よ
る
30
周
年
記
念
Ｎ
Ｙ

シ
ー
ズ
ン
に
出
演
。
９
月
に
は

10
年
以
上
続
く
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
﹁
９
・
11

テ
ー
ブ
ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
レ
ン

ス
﹂
に
出
演
。
同
じ
く
９
月
に

Ｎ
Ｙ
大
学
教
授
の
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ム
ー
ブ
の
作
品
を
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
・
ダ
ー
ト
マ
ス

で
の
１
か
月
間
の
レ
ジ
デ
ン
シ

ー
リ
ハ
ー
サ
ル
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
参
加
。
毎
年
9
月
に
ム

ー
ブ
氏
が
主
催
す
る
こ
の
企
画

は
Ｎ
Ｙ
で
名
の
知
れ
た
ダ
ン
サ

ー
５
人
が
招
待
さ
れ
て
行
わ
れ

る
公
演
の
一
人
に
選
ば
れ
て
い

る
。
　
　
　︵
三
浦
良
一
記
者
︶

Photo:Paul B Goode

　
戦
前
の
日
本
に
て
天
皇
は

﹃
天
照
大
神
﹄
の
子
孫
で
、
﹁
現

人
神
︵
人
の
姿
で
現
れ
た
神
︶
﹂

で
あ
る
と
学
校
で
教
え
ら
れ
て

い
た
が
、
現
在
に
お
い
て
そ
の

こ
と
は
神
話
で
あ
っ
て
科
学
的

な
史
実
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
。
そ
も
そ
も
日
本
の
天

皇
は
、
初
代
神
武
天
皇
か
ら
第

9
代
開
化
天
皇
ま
で
は
実
在
性

が
薄
い
天
皇
と
み
な
さ
れ
て
い

る
の
だ
。
そ
し
て
ヤ
マ
ト
政
権

の
初
代
大
王
は
第
10
代
崇
神
天

皇
と
さ
れ
、
そ
の
在
位
は
3
世

紀
後
半
か
ら
4
世
紀
前
半
と
い

う
の
が
定
説
だ
。
一
方
で
、﹁
古

事
記
﹂
や
﹁
日
本
書
紀
﹂
に
記

さ
れ
た
神
話
は
、
何
ら
か
の
歴

史
的
事
実
が
背
景
に
あ
る
と
い

う
見
方
も
一
般
的
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
崇
神
天
皇
の
側
に
あ

っ
た
と
い
う
モ
モ
ソ
ヒ
メ
ノ
ミ

コ
ト
︵
百
襲
姫
命
︶
は
神
を
憑

依
さ
せ
る
巫
女
的
な
女
性
と
し

て
﹃
日
本
書
紀
﹄
に
登
場
す
る

が
、﹃
魏
志
倭
人
伝
﹄
に
あ
る

﹃
鬼
道
﹄
を
も
ち
い
て
国
の
大

事
を
占
い
、
神
託
を
告
げ
る
巫

女
︵
シ
ャ
ー
マ
ン
︶
で
あ
っ
た

ヒ
ミ
コ
︵
卑
弥
呼
︶
と
重
っ
て

く
る
。
邪
馬
台
国
︵
や
ま
と
こ

く
︶
域
内
説
の
有
力
候
補
地
で

も
あ
る
、
宮
内
庁
に
よ
り
陵
墓

と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
奈
良

県
桜
井
市
の
纏
向︵
ま
き
む
く
︶

遺
跡
内
に
あ
る
箸
墓
︵
は
し
は

か
︶
古
墳
︵
モ
モ
ソ
ヒ

メ
の
墓
に
治
定
︶
は
、

古
墳
群
で
も
盟
主
的
な

全
長
約
２
８
０
メ
ー
ト

ル
の
堂
々
た
る
姿
で
、

後
円
部
の
直
径
は
約
１
５
０
メ

ー
ト
ル
あ
る
日
本
最
古
級
の
前

方
後
円
墳
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
﹃
魏
志
倭
人
伝
﹄
の
ヒ
ミ
コ

の
墓
の
大
き
さ
﹃
径
百
余
歩
﹄

︵
約
１
８
０
メ
ー
ト
ル
︶
に
近

い
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
ヒ
ミ
コ

の
墓
の
説
が
と
な
え
ら
れ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
箸
墓
古
墳
の
築

造
年
代
は
ず
っ
と
3
世
紀
後
半

と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
に
箸

墓
古
墳
周
辺
か
ら
出
土
し
た
土

器
を
最
新
の
年
代
測
定
法
で
科

学
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
２
４
０

〜
２
６
０
年
と
い
う
測
定
結
果

が
で
た
こ
と
か
ら
、
ヒ
ミ
コ
の

没
年
は
3
世
紀
中
頃
の
２
４
７

〜
２
４
８
年
と
推
定
さ
れ
て
い

る
の
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

箸
墓
古
墳
＝
ヒ
ミ
コ
墓
、
モ
モ

ソ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
＝
ヒ
ミ
コ
と

い
わ
れ
る
。
な
お
、
後
に
伊
勢

神
宮
に
祀
ら
れ
た
ア
マ
テ
ラ
ス

も
、
そ
れ
以
前
は
崇
神
天
皇
の

居
所
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

ア
マ
テ
ラ
ス
に
ま
つ
わ
る
た
く

さ
ん
の
神
話
の
な
か
で
も
最
も

有
名
な
も
の
が
﹁
天
の
岩
戸
伝

説
﹂
だ
。
岩
戸
に
姿
を
隠
し
た

ア
マ
テ
ラ
ス
を
引
き
だ
す
た
め

に
八
百
万
の
神
々
が
天
の
安
河

原
に
集
ま
り
会
議
を
ひ
ら
き
、

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
︵
高
御
産
巣
日

神
︶
の
子
の
オ
モ
イ
カ
ネ
︵
思

兼
神
︶
が
指
揮
を
と
る
こ
と
に

な
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決
め

た
。
そ
れ
ら
の
神
の
ひ
と
り
に

天
性
の
美
声
の
持
ち
主
で
あ
る

ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ︵
天
児
屋
根
命
︶

が
い
る
。

そ
の
天
児
屋
根
命
に
ち
な
ん

だ
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
言
霊
︵K

O
-

T
O

D
A

M
A

︶
が
株
式
会
社
ク

ロ
ス
フ
ォ
ー
か
ら
で
た
。

津
延
美
衣
︵
つ

の
べ
み
え
︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　
ペンダント言霊
(KOTODAMA)

64

山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々

﹃
天
の
岩
戸
﹄
１
﹂
37

 NY生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
主
催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
﹁
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
春
の
大
運
動
会
﹂が
6
日
、

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
ハ
イ
ツ
地
区
に

あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
９

で
開
催
さ
れ
た
。
雨
天
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
5
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
同

イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
ス
タ
イ
ル

の
運
動
会
を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

開
催
す
る
と
あ
っ
て
同
地
区
の

日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
人

気
で
、
今
年
で
通
算
11
回
目
の

開
催
。当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

清
々
し
い
五
月
晴
れ
の
な
か
、

0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
３
３
４

人
の
児
童
が
参
加
し
、
赤
組
と

白
組
に
わ
か
れ
て
日
本
式
の
運

動
会
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

　
午
前
の
部
は
0
〜
4
歳
ま
で

の
乳
幼
児
が
対
象
で
、
恒
例
の

泣
き
相
撲
や
は
い
は
い
競
争
な

ど
、
可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
や
子
供

た
ち
が
集
ま
っ
た
。
幼
稚
園
生

か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
午
後
の
部
で
は
、
徒
競
走
や

二
人
組
競
争
、
綱
引
き
、
玉
入

れ
、
リ
レ
ー
な
ど
、
運
動
会
な

ら
で
は
の
競
技
を
楽
し
ん
だ
。
　

　
綱
引
き
で
3
連
敗
し
て
白
組

に
リ
ー
ド
を
許
し
た
赤
組
が
、

最
終
競
技
の
リ
レ
ー
を
2
連
勝

す
る
こ
と
で
逆
転
優
勝
を
飾
る

と
い
う
ド
ラ
マ
も
見
ら
れ
、
子

供
た
ち
の
元
気
な
声
が
最
後
ま

で
空
に
響
き
渡
る
思
い
出
深
い

運
動
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
︵
Ｂ

Ｎ
Ｇ
︶
の
初
等
部
・
中
等
部
・

高
等
部
の
児
童
に
よ
る
応
援
団

が
結
成
さ
れ
、
赤
組
白
組
の
盛

大
な
応
援
合
戦
も
迫
力
が
あ
っ

た
。
同
運
動
会
の
運
営
は
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
や
Ｂ

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ

ベ
ン
ト
で
育
っ
た
高
校
生
達
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
。
地
域
の
子
供
か
ら
大
人
ま

で
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が

一
致
団
結
し
協
力
し
合
い
な
が

ら
開
催
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

会
は
７
日
、
新
緑
香
る
青
空
の

下
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン

橋
の
た
も
と
に
近
い
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
の
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
公

園
、
ロ
ス
・
ド
ッ
ク
・
ピ
ク
ニ

ッ
ク
・
エ
リ
ア
で
﹁
こ
ど
も
の

日
祭
り
﹂
を
開
催
し
た
。
当
日

は
70
家
族
︵
子
供
１
２
０
人
、

大
人
１
２
５
人
︶、
ス
タ
ッ
フ

18
人
で
大
盛
況
と
な
り
、
参
加

者
は
芝
生
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し

な
が
ら
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
、
ホ
ッ
ト

ド
ッ
ク
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど

の
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
だ
。

　
お
楽
し
み
の
時
間
で
真
っ
先

に
子
供
達
が
列
を
作
っ
た
の

は
﹁
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
５
の
飴
細

工
﹂。
ペ
ガ
サ
ス
や
ピ
カ
チ
ュ

ウ
な
ど
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
動
物
が
数
分
で
作
ら
れ
る
様

子
に
、
子
供
達
は
目
を
き
ら
き

ら
さ
せ
て
喜
ん
で
い
た
。ま
た
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
、
ロ
ボ
ッ
ト

相
撲
も
大
人
気
だ
っ
た
。
ダ
ン

ス
の
時
間
に
は
、
日
米
の
曲
に

合
わ
せ
自
分
た
ち
で
作
っ
た
シ

ャ
カ
シ
ャ
カ
を
使
っ
て
リ
ズ
ム

で
踊
り
、
保
護
者
も
熱
心
に
撮

影
し
て
い
た
。
そ
の
後
に
行
わ

れ
た
せ
ん
べ
い
喰
い
競
争
や
綱

引
き
で
は
子
供
達
の
一
生
懸
命

な
姿
に
大
人
た
ち
も
大
き
な
声

援
を
送
り
、
大
盛
り
上
が
り
の

一
日
と
な
っ
た
。

　
今
回
は
参
加
希
望
者
が
多
く

な
り
募
集
を
事
前
に
締
め
切
っ

た
が
、
同
会
で
は
今
後
も
家
族

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
く
予
定
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
会

こ
ど
も
の
日
祭
り

春の大運動会
ＢＪＡＦＡブルックリン

5 年ぶり開催で大盛況

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
７
０
人
、
藤
田
真

祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
、

５
月
６
日
か
ら
２
週
に
わ
た

り
、
小
学
部
の
生
活
科
や
理
科

の
授
業
で
種
ま
き
、
苗
の
植
え

替
え
を
行
っ
た
。

　
５
月
晴
れ
の
清
々
し
い
空
の

下
、１
年
生
は
朝
顔
の
種
ま
き
、

２
年
生
は
ト
マ
ト
の
苗
の
植
え

替
え
、
３
年
生
は
ひ
ま
わ
り
の

種
ま
き
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ラ
ス
で
取
り
組
ん
だ
。
子
供

た
ち
は
虫
眼
鏡
を
使
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
タ
ネ
や
苗
を
観
察
し
た

あ
と
、﹁
こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
﹂

﹁
植
え
る
の
は
な
ん
だ
か
ち
ょ

っ
と
怖
い
﹂﹁
お
家
で
は
き
ゅ

う
り
を
植
え
た
よ
﹂
な
ど
と
生

き
生
き
と
話
し
な
が
ら
土
に
触

れ
た
。
５
年
生
は
、
一
人
一
人

が
異
な
っ
た
土
壌
や
条
件
で
育

て
た
イ
ン
ゲ
ン
を
毎
週
持
ち
寄

っ
て
観
察
し
た
。
同
校
で
は
実

際
に
体
験
し
な
が
ら
学
べ
る
生

活
科
や
理
科
の
授
業
に
力
を
入

れ
て
い
る
。﹁
今
度
は
チ
ョ
ウ

の
観
察
を
す
る
よ
﹂
と
い
う
先

生
の
一
言
に
子
供
た
ち
は
笑
顔

を
見
せ
た
。

育英サタデー
ポートワシントン校

種まき植え替え

楽しい
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
「ＡＡＳＰスキル」のまとめと
スピーチ・プレゼンテーション（3）

　
前
回
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
時
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

説
明
文
や
長
文
を
書
い
て
は
い

け
な
い
、
ま
た
、
ス
ク
リ
プ
ト

を
書
い
た
紙
や
携
帯
を
棒
読
み

し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
お

話
を
い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
外
国
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
の
は
非
常

に
困
難
で
あ
り
、
一
体
ど
う
や

っ
て
練
習
す
れ
ば
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
ず
、
内
容
に
関
し

て
言
う
べ
き
重
要
点
が
頭
の
中

に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
文
章
で
こ
れ
ら

全
て
を
暗
記
す
る
と
い
う
の

は
、
現
実
的
に
至
難
の
技
で

す
。
そ
こ
で
準
備
の
仕
方
と
し

て
は
、︵
１
︶ 

最
初
に
自
分
が

言
う
べ
き
文
章
の
ス
ク
リ
プ
ト

を
作
っ
て
お
く
。︵
２
︶
そ
れ

を
少
し
ず
つ
3
、 

4
日
か
け
て

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
、
見

な
い
で
も
あ
る
程
度
内
容
が
説

明
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
練

習
す
る
。︵
３
︶ 

次
に
ス
ラ
イ

ド
に
書
い
て
あ
る
要
点
や
キ
ー

ワ
ー
ド
、
あ
る
い
は
出
だ
し
の

言
葉
等
を
カ
ー
ド
な
ど
に
書
い

て “
C

ue card”

を
作
成
し
、

そ
れ
ら
を
見
た
だ
け
で
説
明
で

き
る
よ
う
に
す
る
。︵
４
︶ 

実

際
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
共
に

時
間
を
計
っ
て“

C
ue card”

だ
け
を
見
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す

る
。︵
５
︶ 

プ
レ
ゼ
ン
時
は
念

の
た
め
、
そ
の
カ
ー
ド
＋
説
明

を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
な
が
ら
話
し

て
も
良
い
が
、︵
６
︶
出
来
る

だ
け
聴
衆
の
顔
を
見
て
、
手
で

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
加
え
、
相
手

に
話
し
か
け
る
、
伝
え
る
、
教

え
る
、と
い
う
印
象
を
与
え
る
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
ス
ク
リ
プ

ト
や
携
帯
な
ど
の
文
章
を
そ
の

ま
ま
棒
読
み
す
る
こ
と
は
絶
対

に
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
ど
う
や
っ
て
出
だ
し
か

ら
聴
衆
の
興
味
を
引
き
、
彼
ら

を
内
容
に
引
き
込
む
か
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
た
だ
﹁
私
は
○

○
の
話
を
し
ま
す
。
○
○
と
は

〜
で
す
。﹂
で
始
め
る
と
、
最

初
か
ら
面
白
く
な
い
印
象
を
与

え
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ピ
ッ
ク
を

紹
介
す
る
時
に
、
時
間
が
許
す

で
あ
る
と
言
う
設
定
を
実
行
す

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
会
場
の

雰
囲
気
も
和
や
か
に
な
り
、
最

初
か
ら
彼
ら
を
内
容
に
引
き
込

む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の

後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
活

発
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
小
さ
な
段
階
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ピ
ッ
ク

を
よ
り “

authentic”

︵
本
当

に
あ
る
︶
身
近
な
も
の
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
よ
く
米
国
人
プ
レ

ゼ
ン
タ
ー
が
使
う
も
の
で
、
ユ

ー
モ
ア
を
取
り
入
れ
る
と
い
う

手
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ト

ピ
ッ
ク
に
関
連
づ
け
た
面
白
い

話
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
話
や
自

分
の
失
敗
経
験
談
か
ら
い
き
な

り
始
め
る
な
ど
、
エ
ッ
セ
イ
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
で
も
俗
に
い
う 

“
A

ttention-getting”

と
い

う
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
す
。
こ
れ

を
使
う
の
は
文
化
的
に
少
し
高

い
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
面
白
い
話

と
笑
い
で
聴
衆
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、
緊
張
が
良
い
雰
囲
気
と
変

わ
る
の
で
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
や
す
く
な
り
ま

す
。
と
い
う
わ
け
で
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
最
初
は
ど
の

よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、

あ
る
い
は
聴
衆
に
ど
の
よ
う
な

話
を
聞
い
て
、
こ
の
ト
ピ
ッ
ク

に
﹁
楽
し
く
興
味
深
く
﹂
参
加

し
て
も
ら
う
か
を
考
え
ま
し
ょ

う
。こ
の
段
階
が
終
わ
っ
た
ら
、

本
題
と
簡
単
な
内
容
の
紹
介
、

そ
し
て
メ
イ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
ど
う
い
っ
た
問
題
点
を
こ
れ

か
ら
話
し
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
を
手
短
に
紹
介
す
れ
ば
良

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
次
回
は
実

際
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

進
め
方
と
そ
れ
以
降
の
部
分
を

見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

範
囲
で
聴
衆
に
ブ
レ
イ
ン
ス
ト

ー
ム
︵
様
々
な
考
え
を
頭
に
巡

ら
せ
て
発
想
を
促
す
︶
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
や
、
少
し
個
人
的
な

質
問
な
ど
で
始
め
ま
す
。
例
え

ば
﹁
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
﹂

と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
関
連
づ
け
て
﹁
み
な
さ

ん
は
ど
ん
な
外
国
語
を
話
し
ま

す
か
？
﹂﹁
で
は
そ
の
外
国
語

を
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て
、
あ

る
い
は
ど
ん
な
経
験
を
し
た
ら

一
番
身
に
付
き
ま
し
た
か
？
﹂

な
ど
と
い
っ
た
質
問
を
聴
衆
に

ぶ
つ
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見

や
経
験
談
な
ど
を
短
く
シ
ェ
ア

し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
彼
ら
も

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
い
る
一
員
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
が
現
実

的
に
自
分
た
ち
の
身
近
な
も
の

　
デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

︵
横
澤
広
美
校
長
︶
で
は
、
放

課
後
の
時
間
を
使
っ
て
生
花
や

書
道
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

生
花
は
草
月
コ
ロ
ラ
ド
支
部
理

事
吉
川
征
子
さ
ん
、
書
道
は
保

護
者
や
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
担
当
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
は
放
課
後
が
待
ち
遠
し
い

よ
う
で
、
６
時
間
目
が
終
わ
る

と
一
目
散
に
会
場
に
集
合
し
、

熱
心
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
補
習
校
で
は
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
授
業
中
に
行
う
こ
と

が
難
し
い
が
、
放
課
後
の
時
間

を
有
効
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
日
本
の

伝
統
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
体

験
を
し
て
い
る
。

お
花
と
書
道

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
小
学
部
︵
岡
本
徹
学

園
長
︶
と
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

部
門
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｎ
Ｊ
校
︵
半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
︶
小
学
部
、
中
学
部
合
同

の
大
運
動
会
が
13
日
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ

ド
の
ウ
ィ
ン
ト
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
・

ス
タ
ジ
ア
ム
を
借
り
切
っ
て
、

４
年
ぶ
り
に
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

競
技
場
に
は
子
ど
も
達
の
手
作

り
の
大
小
３
０
０
の
旗
が
鮮
や

か
に
彩
ら
れ
、
一
日
中
、
子
ど

も
達
の
歓
声
と
保
護
者
の
応
援

の
声
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。

　
運
動
会
は
午
前
９
時
30
分
開

会
。
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
、

約
７
０
０
名
が
集
い
、
開
会
宣

言
、
優
勝
旗
、
準
優
勝
旗
返
還

に
続
き
、
日
米
国
家
独
唱
を
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
、
全
日

制
児
童
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
独
唱

し
た
。
そ
の
後
、ラ
ジ
オ
体
操
、

徒
競
走
、
親
子
二
人
三
脚
、
玉

入
れ
を
は
じ
め
、大
玉
転
が
し
、

大
綱
引
き
や
綱
と
り
、
応
援
合

戦
な
ど
熱
い
戦
い
が
、
昼
食
を

は
さ
ん
で
約
６
時
間
に
わ
た
っ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
上
級
生
が
下
級
生
の
手
を
引

い
て
競
技
の
手
伝
い
を
し
た

り
、
下
級
生
が
声
を
か
ら
し
て

上
級
生
を
応
援
す
る
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
学
年
の
壁
を
越
え
た

活
動
を
続
け
て
い
る
同
学
園
な

ら
で
は
の
光
景
が
随
所
で
見
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

高
等
部
の
生
徒
や
卒
業
生
・
元

在
籍
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
員
と
し
て
運
営
の
一
役
を
か

っ
て
い
た
。
卒
業
生
の
中
に
は

日
本
帰
国
を
前
に
、
応
援
に
駆

け
つ
け
た
家
族
も
あ
り
、
懐
か

し
い
再
会
の
場
と
も
な
っ
た
。

　
未
就
園
児
の
子
ど
も
達
の
参

加
競
技
で
は
、
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
に
手
を
引
か
れ
競
技
︵
ス

イ
ー
ト
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
︶
に
参

加
す
る
あ
ど
け
な
い
姿
に
、
温

か
い
拍
手
が
沸
い
て
い
た
。

　
特
に
観
客
の
目
を
引
い
て
い

た
の
は
親
子
二
人
三
脚
。
こ
の

日
の
た
め
に
お
そ
ら
く
練
習
を

積
ん
だ
と
思
わ
れ
る
息
の
あ
っ

た
素
晴
ら
し
い
走
り
が
多
く
み

ら
れ
、
思
わ
ず
、﹁
す
ご
い
﹂

と
の
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か

れ
た
。
そ
し
て
締
め
く
く
り
の

リ
レ
ー
は
手
に
汗
握
る
接
戦
の

展
開
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ

を
切
る
ま
で
抜
き
つ
抜
か
れ
つ

の
展
開
と
な
っ
た
。

　
リ
レ
ー
は
選
ば
れ
た
選
手
だ

け
で
は
な
く
、
全
員
参
加
が
学

園
の
伝
統
で
あ
り
、
小
学
部
は

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
中

学
部
も
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
全
員
が
次
々
と
つ
な
い
で
い

く
姿
を
目
に
し
、
言
葉
に
な

ら
な
い
感
動
を
呼
ん
で
い
た
。

２
０
２
３
年
度
は
白
組
が
優

勝
。
２
０
１
９
年
以
来
の
４
年

ぶ
り
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

　
先
進
の
国
際
教
育
を
推
進
す

る
名
古
屋
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校
︵
名
古
屋
市
昭
和
区
︶

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
願
か
ら

受
験
ま
で
実
施
可
能
な
海
外
入

試
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度

は
、第
１
回
が
10
月
７
日
︵
土
︶

午
前
11
時
か
ら
、
第
２
回
が
11

月
13
日
︵
月
︶
午
前
９
時
か

ら
︵
と
も
に
日
本
時
間
︶
で
実

施
す
る
。
入
学
試
験
︵
４
月
入

学
︶
の
対
象
は
小
学
校
６
年
生

と
中
学
校
３
年
生
、
転
編
入
試

験
は
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
２

年
生
。
受
験
は
１
回
の
み
、
複

数
回
受
験
は
不
可
。
オ
ン
ラ
イ

ン
学
校
説
明
会
は
６
月
11
日

︵
日
︶
午
前
10
時
か
ら
11
時
︵
米

太
平
洋
時
間
︶
ま
で
。
参
加
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ
ー
ルkikoku@

nihs.ed.jp

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.nihs.ed.jp/

を
参
照
す
る
。

　
株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
︵
東
京
都
新
宿
区
、
代
表
取

締
役
社
長
：
関
灘
恭
太
郎
︶は
、

ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
・
ア
メ
リ

カ
・
イ
ン
ク
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
設
立
し
、
全
米
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た
ホ
ー
ム
ラ
ー

ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
﹁
ス
マ
イ
ル

ゼ
ミ
﹂
を
6
月
1
日
か
ら
開
講

す
る
。

　
ス
マ
イ
ル
ゼ
ミ
は
、
同
社
が

日
本
で
10
年
以
上
提
供
し
て

き
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
通
信
教

育
で
、
米
国
の
小
学
生(

１
〜

５
年
生)

を
対
象
と
し
た
家
庭

学
習
サ
ー
ビ
ス
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
はC

om
m

on C
ore State 

Standards

に
準
拠
し
て
お

り
、
学
校
と
同
じ
解
き
方
で
、

子
ど
も
が
ひ
と
り
で
学
習
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
学
習
状

況
を
シ
ス
テ
ム
が
分
析
し
、
適

し
た
教
材
を
提
案
す
る
た
め
、

チ
ュ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
勉
強
し

て
い
る
よ
う
に
学
習
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
先
取
り
・
振

り
返
り
学
習
も
可
能
。

　
開
講
前
に
Ｎ
Ｊ
の
小
学
生
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
実
証
実

験
で
は
、
8
週
間
の
学
習
で
、

算
数
と
国
語
︵
Ｅ
Ｌ
Ａ
︶
の
ス

コ
ア
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
小

学
校
の
校
長
先
生
は
﹁
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
る
学
習
損
失
を
補

う
の
に
有
効
な
ツ
ー
ル
だ
っ

た
、
州
統
一
テ
ス
ト
の
準
備
に

も
役
立
っ
た
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://w
w

w
.justsys-

tem
s.com

を
参
照
す
る
。

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳
代

子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
生
徒
数

１
２
４
人
︶
は
６
日
、
小
学
部

全
学
年
で
の
春
の
昼
食
会
を
行

っ
た
。
青
空
の
下
、
広
々
と
し

た
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
に
集
ま
り
、

敷
物
を
し
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
お

弁
当
を
用
意
し
た
。
６
年
生
の

代
表
が
﹁
い
た
だ
き
ま
す
！
﹂

と
大
き
な
声
で
昼
食
会
開
始
の

言
葉
を
告
げ
、
担
任
も
子
ど
も

達
と
一
緒
に
輪
に
な
っ
て
昼
食

を
と
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
昼
食
を

と
り
な
が
ら
友
達
と
話
が
弾
む

子
、
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ

て
遊
具
に
の
ぼ
っ
て
友
達
同
士

で
遊
ぶ
子
、
先
生
に
質
問
し
た

り
ク
イ
ズ
し
た
り
す
る
子
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
春
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　
６
月
10
日
︵
土
︶
に
は
、
地

下
の
大
き
な
体
育
室
に
て
運
動

会
が
実
施
さ
れ
る
。
運
動
会
は

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
し
て
一

般
見
学
を
受
け
付
け
公
開
予

定
。
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は
す
べ
て

の
部
門
で
空
き
が
あ
れ
ば
随
時

編
入
可
能
。
見
学
・
問
い
合
わ

せ
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
事
務
局

Ｅ
メ
ー
ルSatM

.N
yikuei@

gm
ail.com

ま
で
。

春
の
大
運
動
会

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

屋上で昼食会
育英サタデーマンハッタン校

オ
ン
ラ
イ
ン
学
校
説
明
会

名
古
屋
国
際
中
高

タブレット通信教育
ジャストシステム

mailto:kikoku@nihs.ed.jp
mailto:kikoku@nihs.ed.jp
mailto:kikoku@nihs.ed.jp
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https://www.nihs.ed.jp/
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院
京
書
道
会

坂
口　

貴
男

N
Y
小
山
書
道
教
室
高
１

村
上　

奈
々
香

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
１

吉
井　

新
菜

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
３

古
川　

華

N
Y
育
英
学
園
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
４

河
口
ほ
な
み

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

前
田　

須
美
子

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

http://www.betteratmath.com
http://www.kodomony.org
https://www.kokinshodo.com/
http://www.masako-inkyo.com/
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僕
が
大
切
に
し
た
い
言
葉

は
、
「
失
敗
を
し
て
も
、
絶
対

あ
き
ら
め
な
い
：
『
七
転
八

起
』
」
で
す
。
こ
れ
は
、
僕
の

両
親
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
現
地

学
校
の
二
年
生
の
学
校
生
活

の
と
き
に
伝
え
ら
れ
た
言
葉

で
す
。

　
初
め
て
ア
メ
リ
カ
の
学
校

に
通
っ
た
の
は
7
歳
の
秋
、

小
学
二
年
生
に
編
入
し
た
時

で
し
た
。
今
よ
り
友
達
を
作

る
の
が
難
し
く
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
授
業
は
英
語

だ
し
、
宿
題
の
や
り
方
を
間

違
え
て
い
や
に
な
っ
た
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
両
親
は
、
「
失
敗
し

た
ら
、
成
功
の
カ
ギ
を
教
え

て
く
れ
て
い
る
、
だ
か
ら
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
」
と
何
度

も
僕
に
言
い
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
を
信
じ
て
、
ど
う
に
か

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
学
校
の
二
年
生
に
通

っ
た
の
ち
、
一
時
日
本
に
帰

国
し
て
六
年
生
の
一
学
期
ま

で
日
本
の
学
校
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
昨
年
の
ち
ょ
う
ど

今
頃
、
年
明
け
に
家
族
か
ら

「
今
年
は
佐
依
門
の
年
だ
。
寅

年
だ
か
ら
沢
山
活
躍
す
る
年

だ
！
頑
張
れ
！
」
と
熱
く
語

ら
れ
、
そ
こ
で
「
よ
し
！
ど

ん
な
こ
と
で
も
頑
張
る
ぞ
」

と
思
い
き
や
、
そ
の
寅
年
の

真
っ
最
中
に
い
き
な
り
日
本

を
離
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
中
学

一
年
生
に
編
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
ほ
ぼ
６
年

間
一
緒
だ
っ
た
仲
の
良
い
友

達
と
も
は
な
れ
て
し
ま
い
、

僕
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
、

も
う
何
も
や
り
た
く
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
何
度
も

あ
り
、
今
も
そ
ん
な
風
に
感

じ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り

ま
す
。

　
実
際
、
日
本
の
学
校
で
は

ず
っ
と
得
意
だ
っ
た
算
数
が
、

ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
来
て
以

来
思
い
通
り
に
い
か
ず
、
不

合
格
も
と
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
分
な
り
に
落
ち
込
み
、

先
生
も
授
業
も
嫌
い
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
家
族
や
日

本
に
い
る
友
達
が
応
援
し
て

く
れ
た
の
で
、
あ
き
ら
め
ず

に
問
題
を
解
い
て
よ
う
や
く

合
格
で
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、
失
敗
や

間
違
い
を
お
か
し
た
り
、
思

い
通
り
に
行
か
な
く
て
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
や
り
続
け
れ

ば
、
物
事
は
良
い
方
向
に
向

か
い
成
功
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
こ
こ
で
改
め
て
分
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
へ

の
勇
気
に
つ
な
が
り
、
自
信

を
も
つ
こ
と
も
で
き
た
の
で

す
。
日
本
の
生
活
と
は
違
い
、

ア
メ
リ
カ
で
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
事
で
あ
き
ら
め
た
く

な
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

「
七
転
八
起
」
を
信
じ
て
、
ま

た
新
し
い
こ
と
に
た
く
さ
ん

挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　（
滞
米
７
か
月
）

　
ぼ
く
に
は
、
夢
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
そ
の
中
で
一
番
の

夢
は
コ
ッ
ク
さ
ん
と
野
さ
い

を
育
て
る
農
家
さ
ん
だ
。

　
コ
ッ
ク
さ
ん
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
理
由
は
、
ぼ
く
は

美
味
し
い
食
べ
物
が
好
き
で
、

自
分
で
も
美
味
し
い
食
べ
物

を
作
っ
て
み
た
い
し
、
人
に

食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
お

父
さ
ん
が
よ
く
見
て
い
る
料

理
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
、

コ
ッ
ク
さ
ん
が
色
々
な
食
べ

物
を
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い

て
、
ぼ
く
も
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
。
コ
ッ
ク
さ
ん
に

な
っ
た
ら
、
デ
リ
バ
リ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
を
持
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
美
味
し
い
料
理
を
食
べ

て
も
ら
い
た
い
。
時
々
、
家

で
も
コ
ッ
ク
さ
ん
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
一
度
、
お
母
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
料
理
の
本

を
見
な
が
ら
オ
ム
ラ
イ
ス
と

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
を
作
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
材
料
を
お
店

に
買
い
に
行
き
、
野
さ
い
を

切
っ
た
り
、
た
ま
ご
を
わ
っ

た
り
、
い
た
め
た
り
し
て
と

て
も
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

家
族
み
ん
な
が
美
味
し
い
と

言
っ
て
食
べ
て
く
れ
た
の
で

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　
農
家
さ
ん
に
な
り
た
い
理

由
は
、
物
を
作
る
こ
と
が
好

き
だ
か
ら
、
ぼ
く
が
好
き
な

野
さ
い
を
作
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
。
果
物
も
好
き
な
の

で
、
野
さ
い
も
果
物
も
作
れ

る
農
家
さ
ん
に
な
り
た
い
。

自
分
で
食
べ
る
分
と
人
に
売

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
い

っ
ぱ
い
作
れ
る
大
き
な
農
場

が
ほ
し
い
。
さ
い
し
ょ
は
ぼ

く
が
好
き
な
レ
タ
ス
、
ほ
う

れ
ん
草
、
イ
チ
ゴ
や
さ
く
ら

ん
ぼ
を
作
っ
て
だ
ん
だ
ん
と

数
を
ふ
や
し
て
い
っ
て
、
農

場
を
大
き
く
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
農
家
さ
ん
に
な

っ
て
野
さ
い
や
果
物
を
作
っ

て
、
そ
こ
で
作
っ
た
物
を
自

分
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
美
味
し

い
料
理
に
し
て
、
色
々
な
人

に
ご
ち
そ
う
し
て
あ
げ
た
い
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
と
農
家
が
ど

ん
ど
ん
と
大
き
く
な
っ
て
い

っ
た
ら
お
金
を
か
せ
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
自
分
で
お
金
を

か
せ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

や
っ
て
み
た
い
の
が
い
く
つ

か
あ
る
。

　
一
つ
目
は
テ
キ
サ
ス
に
大

き
い
プ
ー
ル
つ
き
の
家
と
リ

ム
ジ
ン
を
買
っ
て
、
家
族
や

友
だ
ち
を
よ
ん
で
パ
ー
テ
ィ

ー
を
し
て
み
た
い
。
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
し
か
住
ん
だ
こ
と

が
な
い
し
、
車
が
好
き
だ
か

ら
買
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
お
店
に
お
い
て

あ
る
チ
ッ
プ
ジ
ャ
ー
に
お
買

い
物
を
す
る
た
び
に
い
っ
ぱ

い
お
金
を
入
れ
て
あ
げ
た
い
。

お
店
の
人
は
よ
ろ
こ
ん
で
し

あ
わ
せ
に
な
っ
て
く
れ
る
と

思
う
か
ら
い
っ
ぱ
い
チ
ッ
プ

を
あ
げ
た
い
。

　
三
つ
目
は
世
界
中
の
国
へ

行
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
料
理
を
学
び
、
自
分
で
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ

こ
に
住
む
人
び
と
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
。

　
四
つ
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
。
び
ょ
う
気
に
な

っ
た
人
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
だ

ん
た
い
を
作
り
、
び
ょ
う
気

の
人
が
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る

よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
。

　
他
に
も
い
っ
ぱ
い
夢
が
あ

る
け
れ
ど
、
ぼ
く
の
夢
は
に

て
い
る
。
そ
れ
は
ま
わ
り
の

人
を
し
あ
わ
せ
に
し
て
あ
げ

た
い
、
そ
し
て
楽
し
く
く
ら

し
た
い
と
い
う
思
い
。
今
は

父
と
母
に
色
々
と
助
け
て
も

ら
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
大
人

に
な
っ
た
ら
家
族
も
、
い
っ

し
ょ
に
は
た
ら
い
て
い
る
人

も
、
そ
し
て
こ
ま
っ
て
い
る

人
も
、
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ

に
な
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の

夢
を
が
ん
ば
っ
て
か
な
え
て

い
き
た
い
。

　
　
　（
滞
米
４
年
７
か
月
）

「
ぼ
く
の
夢
」

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯　

健
太
郎

■児童生徒作文のページ■

（記載学年は応募時のものです）

「
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
」

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
は
し　

え
ま

　
朝
お
き
て
、
わ
た
し
は
ブ
ド

ウ
ゼ
リ
ー
と
ト
ー
ス
ト
を
た
べ

ま
し
た
。
ご
は
ん
を
た
べ
た
あ

と
に
ミ
ツ
ワ
に
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ミ
ツ
ワ
で
夜
ご
は
ん

の
ざ
い
り
ょ
う
を
買
い
ま
し

た
。
ミ
ツ
ワ
で
は
、
は
ま
ち
と

ま
ぐ
ろ
と
い
く
ら
と
サ
ー
モ
ン

と
し
そ
と
き
ゅ
う
り
を
買
い
ま

し
た
。
あ
と
、
お
こ
め
も
買
い

ま
し
た
。
あ
と
、
お
か
し
を
買

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
お
ひ
る
に
は
ア
ボ

カ
ド
ト
ー
ス
ト
を
た
べ
ま
し

た
。
ア
ボ
カ
ド
ト
ー
ス
ト
が
す

ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ご

は
ん
を
た
べ
た
あ
と
に
さ
ん
す

う
の
し
ゅ
く
だ
い
を
や
り
ま
し

た
。
す
ご
く
か
ん
た
ん
で
し

た
。
そ
の
あ
と
、
お
と
う
さ
ん

と
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
あ
そ
び
ま

し
た
。
か
え
っ
て
き
て
か
ら
お

ふ
ろ
に
は
い
り
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
に
夜
ご
は
ん
を
た
べ
ま
し

た
。
夜
ご
は
ん
で
は
手
ま
き
ず

し
を
た
べ
ま
し
た
。
ツ
ナ
マ
ヨ

と
は
ま
ち
の
手
ま
き
ず
し
が
一

ば
ん
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ

の
あ
と
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ア
イ

ス
を
た
べ
ま
し
た
。
す
ご
く
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　（
滞
米
３
年
10
か
月
）

「
七
転
八
起
」

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　

ネ
ー
ム
ザ
ー　

佐
依
門

「
歩
君
の
水
と
う
」

　
　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
沼　

歩

　
こ
ん
に
ち
は
、
僕
は
歩
君

の
水
と
う
で
す
。
僕
は
、
歩

君
と
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
い

ま
す
。

　
僕
は
と
き
ど
き
少
し
怒
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
言
う

と
、
歩
君
は
僕
を
何
回
か
落

と
し
た
事
が
あ
る
し
、
い
つ

も
僕
の
中
に
あ
る
水
を
少
し

し
か
飲
ま
な
い
か
ら
で
す
。

僕
の
と
っ
て
悲
し
い
事
は
、

と
き
ど
き
僕
を
持
っ
て
い
く

の
を
わ
す
れ
た
り
、
僕
が
重

い
か
ら
っ
て
飛
行
機
に
も
乗

せ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
。

　
あ
と
、
学
校
で
僕
は
黒
い

ロ
ッ
カ
ー
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
、
六
時
間
ぐ
ら
い
ず

っ
と
ロ
ッ
カ
ー
の
中
に
い
て
、

け
っ
こ
う
つ
ま
ん
な
い
で
す
。

よ
く
見
た
ら
ち
が
う
子
ど
も

た
ち
の
水
と
う
も
そ
の
子
た

ち
の
ロ
ッ
カ
ー
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

と
き
ど
き
歩
君
が
ロ
ッ
カ
ー

か
ら
出
し
て
、
僕
の
水
を
飲

む
け
れ
ど
、
水
を
飲
ん
だ
後

は
ま
た
閉
じ
込
め
ら
れ
る
の

で
す
。
ロ
ッ
カ
ー
の
中
の
生

活
は
ぜ
ん
ぜ
ん
楽
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
か
わ

り
に
、
毎
日
ど
こ
か
に
つ
れ

て
い
っ
て
く
れ
る
け
れ
ど
、

毎
日
ほ
と
ん
ど
同
じ
所
へ
行

っ
て
い
る
の
で
つ
ま
ん
な
い

で
す
。

　
水
と
う
は
楽
だ
と
思
う
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

水
と
う
っ
て
い
う
物
は
み
ん

な
つ
ま
ん
な
い
生
活
を
し
て

い
る
の
で
、
水
と
う
に
は
な

り
た
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
　
　
　
　（
滞
米
４
年
）

「サンクスギビング」
　　　 ニューヨーク育英学園サンデースクール小２　　

　　　　　　　　　　　　　　　うえひら　しお

　
わ
た
し
は
、
お
父
さ
ん
が

ア
メ
リ
カ
に
て
ん
き
ん
に
な

っ
た
時
、
行
く
の
が
い
や
で

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
先
生
や

友
だ
ち
が
日
本
人
で
は
な
い

し
、
日
本
語
が
通
じ
な
い
か

ら
で
す
。
で
も
お
父
さ
ん
は
、

先
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
家
ぞ
く
み
ん
な
で
す
み

た
い
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
び

っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
家
の

に
わ
に
り
す
や
う
さ
ぎ
が
い

た
こ
と
で
す
。
友
だ
ち
の
家

に
は
、
し
か
が
い
て
、
は
じ

め
て
見
た
の
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　
さ
い
し
ょ
学
校
に
行
っ
た

時
は
、
ド
キ
ド
キ
し
た
け
れ

ど
、
先
生
が
や
さ
し
か
っ
た

の
で
す
ぐ
に
学
校
が
す
き
に

な
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
ス
ナ
ッ
ク
タ

イ
ム
が
あ
る
し
、
休
み
時
間

が
日
本
よ
り
長
い
で
す
。
ま

た
、
た
ん
生
日
を
ク
ラ
ス
み

ん
な
で
い
わ
っ
て
く
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
九
月
か
ら
げ
ん
ち
校
で
も

二
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
す

こ
し
え
い
語
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
っ

と
え
い
語
を
が
ん
ば
っ
て

E
N
L
を
そ
つ
ぎ
ょ
う
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
滞
米
１
年
）

http://www.newjersryjapaneseschool.org
https://satoricollegeplanning.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:kazenowabg@gmail.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
ク
ィ
ー
ン
ズ
の
レ
ゴ
パ
ー
ク
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
、

生
活
に
も
便
利
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ル

型
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
多
く
、
街
路
樹
の
緑
も
あ
り
、
安
全
で

閑
静
な
住
宅
街
で
、
エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト
と
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
の

中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
近
年
レ
ゴ
パ
ー
ク
周
辺
は
都
市
型
総
合

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
高
層
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
レ
ン
タ
ル
ビ
ル

が
で
き
、現
在
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
る
21
階
建
レ
ン
タ
ル
ビ
ル
、

32
階
建
て
商
業
・
住
宅
複
合
ビ
ル
、
ほ
か
に
も
中
型
の
新
築
住
宅

用
ビ
ル
が
幾
つ
か
建
設
中

で
、
さ
ら
に
街
の
発
展
が

期
待
で
き
る
エ
リ
ア
に
な

っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は

２
０
２
２
年
の
新
築
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
で
、
2
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
、
２
バ
ス
、
約

８
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
で

価
格
が
68
万
ド
ル
台
。
年

間
管
理
費
は
約
３
０
０
０

ド
ル
。
固
定
資
産
税
も

３
０
０
０
ド
ル
以
下
で
月

の
経
費
が
抑
え
ら
れ
た
ユ

ニ
ッ
ト
。
駐
車
場
は
購
入

の
場
合
１
台
分
6
万
５
０
０
０
ド
ル
。
場
所
は
地
下
鉄
Ｅ
、
Ｍ
、

Ｒ
の
63
丁
目
駅
。
レ
ゴ
パ
ー
ク
ま
で
４
ブ
ロ
ッ
ク
。
バ
ス
ル
ー
ム
、

キ
ッ
チ
ン
は
モ
ダ
ン
な
グ
レ
ー
と
白
を
基
調
に
機
能
的
で
使
い
や

す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
場
所
は
ク
ィ
ー
ン
ズ
の
目
抜

き
通
り
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ブ
ル
バ
ー
ド
の
南
側
に
位
置
し
、
反
対
側

に
は
コ
ス
ト
コ
、
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
、
ダ
イ
ソ
ー
や
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
の
ア
ル
デ
ィ
も
含
む
総

合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
レ
ゴ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
周
辺
に
は

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
と
し
て
は
中
間
価
格
帯
の
物
件
が
多
く
、広
さ
、

生
活
の
便
利
さ
の
面
で
ク
ィ
ー
ン
ズ
で
の
住
ま
い
探
し
の
エ
リ
ア

候
補
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ル: hakutsu@

kw
.com

   

阿
久
津
さ
ん

︵
写
真
提
供
・Keller W

illiam
s Realty

︶

 

通
勤
に
便
利
な
レ
ゴ
パ
ー
ク
に
暮
ら
す

　
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
13
日
夜
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
東
45
丁
目
に
位
置
す
る
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
・
ホ
テ
ル
を
移
民
受

け
入
れ
の
核
と
な
る
擁
護
希
望

者
到
着
セ
ン
タ
ー
と
避
難
所
に

す
る
と
発
表
し
た
。
14
日
付
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
ポ
ス
ト
に
よ
る

と
、
同
ホ
テ
ル
は
こ
れ
ま
で
、

お
よ
そ
３
年
の
間
閉
館
し
て
い

た
。
こ
れ
は
他
の
８
つ
の
人
道

緊
急
対
応
・
救
援
セ
ン
タ
ー
に

新
た
に
加
わ
る
も
の
で
、
到
着

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
の

は
５
区
の
中
で
初
め
て
。
法

的
、
医
療
的
、
再
接
続
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
避
難
所
や
人
道
緊
急

対
応
・
救
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も

に
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
す
で
に
同
市
の
ケ
ア
を
受

け
て
い
る
移
民
で
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
週

に
は
子
ど
も
や
家
族
向
け
に

１
７
５
部
屋
が
確
保
さ
れ
、
最

終
的
に
は
約
８
５
０
部
屋
ま
で

増
え
る
予
定
だ
。
さ
ら
に
、
他

の
施
設
へ
移
動
す
る
ま
で
を
待

つ
移
民
の
た
め
の
部
屋
が
追
加

で
１
０
０
〜
１
５
０
部
屋
確
保

さ
れ
る
と
い
う
。

　
今
月
11
日
、
過
去
３
年
間
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
、
米
国
南
部
国
境
で

移
民
を
受
け
入
れ
な
い
と
し

た
タ
イ
ト
ル
42
が
終
了
と
な

り
、
Ｎ
Ｙ
市
内
に
も
移
民
が

続
々
と
バ
ス
で
送
ら
れ
て
き
て

い
る
。
ア
ダ
ム
ス
市
長
に
よ
る

と
移
民
へ
の
避
難
所
を
最
大
限

に
提
供
し
、
Ｎ
Ｙ
市
で
は
す
で

に
１
４
０
を
超
え
る
緊
急
避
難

所
、
８
つ
の
人
道
救
援
セ
ン
タ

ー
と
今
回
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・

ホ
テ
ル
な
ど
で
６
万
５
０
０
０

人
以
上
の
移
民
を
受
け
入
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
に
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
に

対
し
、
連
邦
政
府
や
州
の
支
援

が
な
け
れ
ば
、
限
り
な
く
流
れ

込
ん
で
く
る
新
規
の
移
民
の
受

け
入
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
、

具
体
的
な
支
援
を
あ
げ
、
国
や

州
に
助
け
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
移
民
の
受
け
入
れ
を
学

校
の
体
育
館
に
決
定
し
た
ア
ダ

ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
に
非
難
の
声
が

集
ま
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に

20
の
学
校
が
移
民
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
始
め
の
６
か
所
は
全

て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
内
の
学
校
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
対
象

を
、
生
徒
や
ス
タ
ッ
フ
の
い
る

校
舎
と
は
離
さ
れ
た
建
物
と
し

て
の
体
育
館
を
所
有
す
る
学
校

限
定
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

一
部
の
保
護
者
や
Ｎ
Ｙ
市
学
校

安
全
連
合
か
ら
は
怒
り
や
、
安

全
面
を
懸
念
す
る
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

　
　
　︵
中
村
恵
理
、
写
真
も
︶

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ホ
テ
ル

移
民
到
着
施
設
と
避
難
所
に

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:hakutsu@kw.com
mailto:hakutsu@kw.com
mailto:hakutsu@kw.com
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在
米
邦
人
の

健
康
サ
ポ
ー
ト

FLATキックオフに100人参加
　
在
米
日
系
人
の
健
康
を
広
い

範
囲
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
体

﹁
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
・
ふ
ら
っ
と
﹂
の

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
６

日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館
の
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｌ
Ａ

Ｔ
は
在
米
日
本
人
／
日
系
人
が

経
験
す
る
日
常
的
な
医
療
問
題

の
緩
和
を
目
指
し
、
日
本
語
を

話
す
医
療
関
係
者
と
患
者
ア
ド

ボ
ケ
ー
ト
、
そ
の
他
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
キ
ル
を
分
か
ち
合
い
、

心
身
の
癒
し
や
情
報
共
有
、
教

育
の
場
を
設
け
る
な
ど
の
サ
ポ

ー
ト
を
提
供
す
る
団
体
で
、
ブ

ロ
デ
ィ
ー
愛
子
代
表
の
挨
拶
と

団
体
紹
介
か
ら
開
始
し
た
。

　
ま
ず
は
、
特
別
支
援
の
必
要

な
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
を
対

象
と
し
た
優
し
い
社
会
づ
く
り

支
援
を
担
当
す
る
倉
本
美
香
氏

と
、
ブ
ロ
デ
ィ
ー
代
表
に
よ
る

座
談
会
﹁
子
育
て
や
療
育
の
悩

み
、
何
で
も
座
談
会
﹂
が
開
催

さ
れ
た
。
特
別
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
の
保
護
者
や
教
育
機
関

で
働
く
人
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
意
見
を
交
わ
し
合

い
、
第
１
回
目
と
は
思
え
な
い

深
い
内
容
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
次
に
、
婦
人
科
腫
瘍
専
門
医

の
鈴
木
幸
雄
医
師
と
、
婦
人
科

が
ん
経
験
者
で
あ
る
清
水
佐
紀

氏
に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
﹁
シ
ニ
ア
と
が

ん
﹂
が
開
催
。
長
生
き
に
つ
な

が
る
が
ん
予
防
の
知
識
に
つ
い

て
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
参
加

者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。
後

半
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
婦

人
科
が
ん
に
つ
い
て
の
質
問
が

女
性
の
参
加
者
か
ら
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。次
に
行
わ
れ
た
、

老
年
科
専
門
の
山
田
史
医
師

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
集

合
し
た
、
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
の
代
表

メ
ン
バ
ー
６
名
。
左
か
ら
、

鈴
木
幸
雄
医
師
、
倉
本
美
香

氏
、
大
久
保
涼
弁
護
士
、
ブ

ロ
デ
ィ
ー
愛
子
代
表
、
山
田

悠
史
医
師
、
清
水
佐
紀
氏

と
、
前
出
の
清
水
氏
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
ト
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
﹁
認

知
症
を
防
ぐ
９
つ
の
方
法
﹂
で

は
、
ク
イ
ズ
形
式
の
質
問
も
交

え
た
講
義
で
、
来
場
の
参
加
者

が
積
極
的
に
挙
手
を
し
、
会
場

全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
様

子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

合
わ
せ
て
１
０
０
人
以
上
が

参
加
し
、
大
盛
況
を
お
さ
め

た
。
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.flatjp.org

を
参
照
。

264

 

　
３
年
前
に
母
が
﹁
一

度
は
乗
っ
て
み
た
い
﹂

と
言
う
の
で
、
ク
イ
ー

ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
を
予

約
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
コ
ロ
ナ
で
ク
ル
ー
ズ

そ
の
も
の
が
中
止
に
。

そ
れ
で
も
85
歳
の
母
が

元
気
な
う
ち
に
と
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス

号
に
乗
っ
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
母
の

お
金
で
。︵
笑
︶　
ク
ル

ー
ズ
船
の
楽
し
さ
と
か

素
晴
ら
し
さ
は
本
や
ネ

ッ
ト
で
多
少
は
情
報
を

得
て
い
た
け
れ
ど
、
想

像
以
上
で
し
た
。
食
事

や
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ

ー
だ
け
で
な
く
、
ダ
ン

ス
に
水
彩
画
に
カ
ジ
ノ

に
映
画
に
寄
港
地
と
、

10
日
間
で
も
ま
っ
た
く

飽
き
な
い
。

　
何
よ
り
も
、
85
歳
の

母
を
連
れ
て
行
く
の
が

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
母
と
同

年
代
、
そ
れ
以
上
の
人
も
た
く

さ
ん
乗
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

94
歳
の
母
と
70
歳
代
の
娘
と
い

う
組
み
合
わ
せ
も
。
実
際
、
母

と
娘
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
多

か
っ
た
。
母
と
息
子
、
父
と
息

子
と
い
う
組
み
合
わ
せ
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
車
椅
子
の
人
や
杖
を
つ
い

て
い
る
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
女
子
一
人
旅
も
結
構

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
か
ら
来
ら
れ
た
ア
メ
リ

カ
人
の
ご
夫
婦
は
、
80
日

以
上
も
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
わ
た
し
の
母

は
、
乗
る
前
は
﹁
こ
れ
が

最
初
で
最
後
の
ク
ル
ー
ズ

の
旅
﹂
と
言
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
旅
の
途
中
で
は

﹁
今
度
は
誰
と
行
こ
う
か

な
あ
﹂﹁
次
は
ど
の
船
に

乗
ろ
う
か
﹂
に
変
わ
っ
て

ま
し
た
。

　
正
直
、
あ
ま
り
興
味
の

な
か
っ
た
ク
ル
ー
ズ
船
の

旅
で
し
た
が
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
旅
っ
て
﹁
人
を
元
気

に
す
る
ん
だ
﹂
と
い
う
の

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉

本
興
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

経
て
、
人
材
活
性
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂
を

取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題

に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ
ー

︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂﹁
は

じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読

む
本︵
中
経
出
版
︶﹂な
ど
多
数
。

「クイーンエリザベスに乗ってきました」

http://kiku-ny.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
https://www.roomstyle.design/
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.flatjp.org
http://www.flatjp.org
http://www.flatjp.org
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ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
て
い
る

と
、
日
本
と
の
生
活
の
違
い
を

良
く
も
悪
く
も
感
じ
、
ふ
と
し

た
場
面
で
日
本
で
の
生
活
に
懐

か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る

と
思
う
。
日
本
へ
の
一
時
帰
国

の
旅
は
、
地
元
へ
の
帰
郷
を
通

じ
て
、
日
本
の
良
さ
を
、
ひ
い

て
は
ア
メ
リ
カ
の
良
さ
を
も
再

確
認
す
る
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
ま
だ
見
ぬ
日
本
の
地
を
訪

れ
、
新
た
な
日
本
の
良
さ
を
再

発
見
す
る
機
会
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
み
な
さ
ま
の
一
時
帰

国
の
際
の
﹁
日
本
の
い
い
と
こ

再
発
見
﹂
の
訪
問
先
と
し
て
、

私
の
故
郷
で
あ
る
熊
本
を
紹
介

し
た
い
。
熊
本
の
い
い
と
こ
全

て
を
伝
え
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
今
回
は
１
、
２
泊
で
も

満
喫
で
き
る
よ
う
、
熊
本
市
内

で
楽
し
め
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
絞
っ
て
お
伝
え
す
る
。

 

そ
の
１
　
熊
本
城
　
〜
震
災
か

ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
〜

　
熊
本
に
来
た
ら
、
ま
ず
は
日

本
三
代
名
城
の
１
つ
に
数
え
ら

れ
る
﹁
熊
本
城
﹂
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
平
成
28
年

︵
２
０
１
６
年
︶
熊
本
地
震
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
城
、
令
和
３
年
︵
２
０
２
１

年
︶
に
よ
う
や
く
天
守
閣
の
復

旧
が
完
了
し
た
も
の
の
、
元
の

姿
に
戻
る
ま
で
に
は
数
十
年
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
熊
本
城
で
は
震
災
に
よ
る

被
害
状
況
、
そ
し
て
そ
の
復
旧

し
て
い
く
姿
を
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
え
る
よ
う
﹁
特
別
公
開
﹂
を

行
っ
て
い
る
。
震
災
か
ら
立
ち

直
っ
て
い
く
熊
本
城
の
力
強
さ

を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
な
お
、
熊
本
城
復
興
の
た

め
の
寄
付
金
制
度
で
あ
る
﹁
復

興
城
主
﹂
に
申
し
込
め
ば
、
観

光
施
設
や
協
賛
店
で
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
優
待
証

﹁
城
主
手
形
﹂
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
の
２
　
熊
本
の
食
　
〜
馬
刺

し
・
か
ら
し
レ
ン
コ
ン
・
熊
本

ラ
ー
メ
ン
・
酒 etc

〜

　
旅
行
の
楽
し
み
の
１
つ
は

﹁
そ
の
地
域
の
郷
土
料
理
を
味

わ
う
こ
と
﹂。
熊
本
は
そ
の
よ

う
な
旅
行
者
の
期
待
に
応
え
る

た
く
さ
ん
の
郷
土
料
理
を
持
っ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
口
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も

多
い
。

　
そ
の
１
つ
が
﹁
馬
刺
し
﹂
で

あ
る
。
熊
本
城
を
築
城
し
た
加

藤
清
正
が
食
し
始
め
た
の
が

﹁
馬
肉
文
化
﹂
の
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
る
。
新
鮮
な
霜
降
り

馬
刺
し
は
肉
質
も
柔
ら
か
く
、

口
の
中
で
甘
く
と
ろ
け
る
脂
身

と
あ
わ
せ
て
最
高
の
味
わ
い
で

あ
る
。
サ
シ
の
入
っ
た
新
鮮
な

馬
刺
し
は
他
の
地
域
で
は
な
か

な
か
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
熊
本
の
日
本
酒

又
は
焼
酎
と
一
緒
に
是
非
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ビ
ー
ル
党
の
方
に
は
﹁
か
ら

し
レ
ン
コ
ン
﹂、
特
に
揚
げ
た

て
が
お
ス
ス
メ
で
あ
る
。
レ
ン

コ
ン
の
穴
に
辛
子
味
噌
を
詰

め
、
卵
黄
を
混
ぜ
た
小
麦
粉
の

衣
を
つ
け
、
油
で
揚
げ
た
も
の

で
あ
り
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
触
感
に
ツ
ン
と
鼻
に
抜
け
る

辛
み
が
特
徴
で
あ
る
。
か
つ
て

の
城
下
町
と
し
て
の
街
並
み
が

感
じ
ら
れ
る
中
央
区
新
町
に
あ

る
﹁
村
上
か
ら
し
蓮
根
﹂
で
は

か
ら
し
レ
ン
コ
ン
づ
く
り
体
験

が
で
き
、
か
つ
、
揚
げ
た
て
が

味
わ
え
る
。

そ
の
３
　
植
木
温
泉
　
〜
ト
ロ

ト
ロ
な
肌
触
り
の
お
湯
は
別
名

﹁
美
人
の
湯
﹂
〜

　
日
本
に
一
時
帰
国
し
た
ら
何

は
な
く
と
も
﹁
温
泉
！
﹂
と
い

う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

﹁
植
木
温
泉
﹂
は
そ
の
よ
う
な

方
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
。

熊
本
市
の
中
心
地
か
ら
車
で
１

時
間
弱
、
川
沿
い
の
の
ど
か
な

温
泉
街
で
あ
る
植
木
温
泉
の
特

徴
はpH

8.0

前
後
の
ア
ル
カ

リ
性
の
泉
質
。
お
湯
の
肌
触
り

は
ト
ロ
っ
と
し
て
ま
る
で
美
容

液
に
浸
か
っ
て
い
る
よ
う
。
古

い
角
質
を
柔
ら
か
く
し
て
代
謝

を
促
進
す
る
ピ
ー
リ
ン
グ
効
果

が
あ
り
、
湯
上
り
の
肌
は
つ
る

つ
る
に
な
る
こ
と
か
ら
﹁
美
人

の
湯
﹂と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
で
カ

ラ
ダ
も
コ
コ
ロ
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

の
ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン
は
海
外
の

方
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
で
も

感
動
す
る
ほ
ど
の
品
質
で
あ

る
。

　
植
木
温
泉
の
近
く
に
あ
る
道

の
駅 

兼 

直
売
所
﹁
す
い
か
の

里
　
植
木
﹂
で
是
非
熊
本
の
ス

イ
カ
と
メ
ロ
ン
を
ご
賞
味
い
た

だ
き
た
い
。特
に
メ
ロ
ン
の﹁
肥

後
グ
リ
ー
ン
﹂
が
お
ス
ス
メ
で

あ
る
。

 

そ
の
５
　
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
　

〜
く
ま
モ
ン
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
〜

　
子
ど
も
連
れ
で
も
楽
し
め
る

の
が
熊
本
の
い
い
と
こ
ろ
。
漫

画
﹁O

N
E

 PIE
C

E

﹂
を
書
い

た
熊
本
出
身
の
漫
画
家
・
尾
田

栄
一
郎
氏
が
、
熊
本
地
震
の
際

に
多
大
な
支
援
を
届
け
て
く
れ

た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

﹁O
N

E
 PIE

C
E

 

熊
本
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂。
そ
の
象
徴
と

し
て
、
県
内
各
地
に
麦
わ
ら
の

一
味
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
た
。

主
人
公
で
あ
る
ル
フ
ィ
像
は
熊

本
県
庁
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
で
の
思
い
出
の
１
枚
を
ル

フ
ィ
と
そ
の
仲
間
た
ち
と
一
緒

に
撮
ろ
う
。

　
ま
た
、
世
界
的
に
有
名
な
ゆ

る
キ
ャ
ラ
﹁
く
ま
モ
ン
﹂
は
、

ほ
ぼ
毎
週
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
演
し
て
お
り
、
旅
行
中
で
も

会
え
る
可
能
性
大
。
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
是
非
会

い
に
行
こ
う
。

　
　︵
安
浪
真
、
熊
本
市
職
員
︶

協
力
・
自
治
体
国
際
化
協
会
Ｎ

Ｙ
事
務
所
︵
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
︶

故
郷
自
慢
が
お
す
す
め
す
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
紹
介

熊
本
編　

市
内
で
日
本
を
満
喫
す
る

　■熊本城・特別公開・復興城主の情報：https://castle.kumamoto-guide.jp/
　■熊本の郷土料理の情報：https://kumamoto-guide.jp/foods/
　■からしレンコンづくり体験の情報：https://murakami-karashirenkon.jp/trial
　■植木温泉の情報：http://ueki-onsenkumiai.com/
　■道の駅「すいかの里　植木」の情報：https://suikanosato-ueki.com/
　■「ONE PIECE 復興プロジェクト」の情報：https://op-kumamoto.com/
　■くまモン出動スケジュールの情報：https://kumamon-official.jp/

日本の
いいとこ
再発見

●ご帰国観光のご案内コーナー

［植木温泉］【写真提供：熊本市観光ガイド】

そ
の
４
　
旬
の

果
物
　
〜
ス
イ

カ
・
メ
ロ
ン
は

格
別
！
〜

　
海
外
の
方
が

日
本
に
来
て
感

動
す
る
も
の
の

１
つ
に
﹁
日
本

の
果
物
﹂
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ア

メ
リ
カ
で
生
活

さ
れ
て
い
る
方

な
ら
、
現
地
の

ス
イ
カ
や
メ
ロ

ン
は
﹁
日
本
の

も

の

と

は

別

物
﹂
と
感
じ
ら

れ
る
方
も
多
い

だ
ろ
う
。
熊
本

［特別公開（特別見学通路）から眺める夜の熊本城］【写真提供：熊本城総合事務所】

［からしレンコン］【写真提供：熊本市観光ガイド

 第 456 回

　
日
本
は
島
国
の
た
め
、
数

多
く
の
水
中
遺
跡
が
存
在
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
諸
外
国
に
比

べ
る
と
そ
の
研
究
は
十
分
に
進

ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
昨
年
３
月
に
文

化
庁
が
発
行
し
た
﹃
水
中
遺
跡

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
度
に
文
化
庁
が
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
水

中
遺
跡
を
把
握
し
て
い
る
地
方

公
共
団
体
は
１
９
４
、
把
握
し

て
い
な
い
地
方
公
共
団
体
は

８
０
４
で
、
そ
の
８
割
が
把
握

し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
の

時
点
で
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
は
約
46
万
８
０
０
０
か

所
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
水
中
遺

跡
は
３
８
７
か
所
し
か
な
い
の

で
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
水
中
文

化
財
保
護
は
課
題
山
積
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

は
﹁
保
護
の
始
ま
り
﹂
と
し
て
、

１
９
０
８
年
に
長
野
県
諏
訪
湖

の
湖
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
曽
根

遺
跡
と
、
１
９
２
４
年
に
琵
琶

湖
北
岸
、
葛
籠
尾
崎
︵
つ
づ
ら

お
ざ
き
︶
の
湖
中
か
ら
漁
民
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
葛
籠
尾
崎

湖
底
遺
跡
が
紹
介
さ
れ
、﹁
日

本
に
お
け
る
水
中
遺
跡
の
調

査
・
研
究
は
、
湖
底
遺
跡
か
ら

開
始
さ
れ
て
い
る
﹂
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
曽
根
遺
跡
出
土

品
の
一
部
は
諏
訪
市
博
物
館
に

収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
お
り
、
葛

籠
尾
崎
湖
底
遺
跡
出
土
品
の
多

く
は
、
長
浜
市
湖
北
町
尾
上
公

民
館
内
の
葛
籠
尾
崎
湖
底
遺
跡

資
料
館
に
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
琵
琶
湖
に
は
多
く
の
遺
跡
が

沈
ん
で
お
り
、
湖
底
遺
跡
は
約

90
か
所
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
水

深
１
〜
５
メ
ー
ト
ル
と
比
較
的

浅
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、

葛
籠
尾
崎
湖
底
遺
跡
は
水
深
約

80
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
点
が
特

異
で
、
引
き
揚
げ
ら
れ
た
遺
物

は
縄
文
時
代
早
期
か
ら
平
安
時

代
と
時
間
幅
が
広
い
点
と
、
出

土
物
に
完
形
品
が
多
く
、
風
化

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い

う
点
が
特
徴
で
す
。
こ
の
遺
跡

の
性
格
や
形
成
要
因
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
議
論
が
続
け
ら
れ

て
お
り
、︵
１
︶
近
く
の
陸
地

か
ら
の
土
器
流
出
、︵
２
︶
祭
祀
・

葬
送
、︵
３
︶
遺
棄
・
廃
棄
、︵
４
︶

地
震
に
よ
る
陸
地
陥
没
、︵
５
︶

舟
の
転
覆
・
事
故
な
ど
諸
説
あ

り
、
い
ま
だ
定
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
原
因
は
、
水
深
が
災

い
し
て
湖
底
の
土
器
分
布
状
況

が
把
握
で
き
て
い
な
い
か
ら
で

す
。

　
葛
籠
尾
崎
湖
底
遺
跡
の
謎
の

解
明
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、
尾
上
出
身
の
考
古
学
者

で
、
元
京
都
教
育
大
学
長
の
小

江
慶
雄
氏
で
し
た
。
葛
籠
尾
崎

は
、
琵
琶
湖
北
湖
に
突
き
出
し

た
半
島
で
、
地
形
は
険
し
く
急

な
斜
面
が
湖
底
ま
で
達
し
て
い

ま
す
。
そ
の
周
辺
に
は
土
砂
を

運
び
堆
積
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
河
川
が
な
く
、
太
古
か
ら
地

形
を
変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
尾
上

は
、
葛
籠
尾
崎
の
対
岸
に
位
置

し
ま
す
が
、
こ
こ
に
資
料
館
が

設
置
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
小

江
氏
の
情
熱
に
よ
る
も
の
と
考

え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
既
に
絶

版
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
講
談

社
現
代
新
書
か
ら
出
版
さ
れ
た

同
氏
の
﹃
琵
琶
湖
水
底
の
謎
﹄

︵
１
９
７
５
年
︶
で
は
、
と
て

も
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
立
命
館
大
学
等
に
よ

っ
て
無
人
潜
水
機
︵
水
中
ロ
ボ

ッ
ト
︶
を
利
用
し
た
遺
跡
調
査

も
行
わ
れ
て
お
り
、
調
査
が
さ

ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

葛籠尾崎湖底

遺跡資料館
葛籠尾崎湖底遺跡資料館

https://www.hondag.com
tel:2122136069
http://kkobo.com/
http://www.at-newyork.com/
https://castle.kumamoto-guide.jp/
https://kumamoto-guide.jp/foods/
https://murakami-karashirenkon.jp/trial
http://ueki-onsenkumiai.com/
https://suikanosato-ueki.com/
https://op-kumamoto.com/
https://kumamon-official.jp/
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 EVENT　 
■ 9 番 街 国 際 フ ー ド フ ェ ス ＝ 5/20 〜
21 10:00 〜 18:00  9th Ave （bet. 42nd to 
57th St.）NY のベストストリートフェア
に選ばれたフェスが 3 年ぶりに開催。2
日間にわたりアルゼンチン、ブラジル、
中華、キューバ、フランスなど、カクテ
ルからデザートまで世界各地の料理を提
供するベンダーが出店する。
詳細は www.ninthavenuefoodfestival.com
■ Fleet Week New York City ＝ 5/24 〜
30　1984 年以降 NY 市で行われている海
兵隊の祭典。米海軍（Navy&Marine）と
沿岸警備隊の艦船が停泊し数千人の水兵・
沿岸警備員が上陸。さまざまな軍事デモ
ンストレーションやイベントが開催され、
ピア 88 とスタテン島で USS WASP など
戦艦の一般見学も行われる。
詳 細 は http://militarynews.com/app/
fl eetweeknewyork/

■日本食レストランキャンペーン「ジャ
パン・マンス」＝ 5/31 まで　日本の食や
文化、魅力をニューヨーカーに伝えるた
めのプロジェクト。また、参加レストラ
ンでの食事や日本食を楽しむ写真を「We 
love Japanese food」 と ハ ッ シ ュ タ グ

「#mayisjapanmonth」をつけて SNS に投
稿すると、日本航空の協賛により NY か
ら日本への往復航空券（ペア）チケット
が当たる「ソーシャルメディア・ポスト・
コンテスト」も実施中。
詳 細 は https://www.japanfes.com/
japanmonth

CLASS/SEMINAR
■オンライン「日本の大学フェア 2023
春」＝ 5/23 〜 25　グローバル化を推進
する日本の大学によるイベント。英語で
の入試制度や海外生のための奨学金制
度、カレッジからの編入学など入試に向
けた最新情報を説明。日本への進学を考
える学生とその保護者が対象。参加校
は、青山学院大学、桜美林大学、国際基
督教大学ほか。参加費無料。問い合わせ
はＥメール seminar@us-lighthouse.com

（ 中 村 さ ん ）、 申 し 込 み は https://bit.ly/
SHINGAKU23SP から。
■日本クラブ・JCCI 共催ウェビナー、ア
イビーリーグの入り方第 3 弾「王道の
入り方とは？」＝ 5/26　19:00　作家・
ジャーナリストの冷泉彰彦氏が、SAT 満

点やスポーツ万能の「優等生」は決して
評価されないなか、「王道」についての方
法論を解説。さらに「SAT はオプション」
という新制度への対応など、最新動向に
ついても説明する。参加費無料。
詳細は https://www.nipponclub.org

MUSIC
■ ソ プ ラ ノ の 青 木 麻 菜 美 が 出 演 す る

『カルミナ・ブラーナ』＝ 5/20　19:00  
United Methodist Church on the Green 
in Morristown（50 South Park Place, 
Morristown NJ）50 年の歴史ある合唱団、
モリスコーラスソサイエティが公演する
カールオルフの傑作に日本人ソプラノの
青木麻菜美が出演する。19 世紀初めドイ
ツの修道院で見つけられた詩歌集に音楽
が施された世俗カンタータ。キッズコー
ラスはヤングピープルズコーラス・オブ・
ニューヨークシティ。入場料：大人 $26、
シニア $21、学生 $16　
詳 細 は https://www.morrischoralsociety.
org/

ART
　

■第 27 回「JAA ニューヨークで活躍す
る日本人・日系人美術家展」＝ 5/20 まで　
JAA ギャラリー（49 W 45th St. 5F）参加
アーティストは、服部夏子、廣瀬ジョージ、
廣瀬公美、百田和子、市村しげの、河合
敦子、久住真理子、三浦良一、宮本和子、

森本洋充、森本和也、森戸泰光、永野みき、
野田正明ほか。入場無料。
■「テッド・クラハラ - 抽象絵画 70 年の
軌跡」＝ 5/25 まで  日本ギャラリー（145 
W 57th St. 7F）97 歳の日系アメリカ人
アーティスト、テッド・クラハラ氏の作
品展。第 2 次世界大戦中はアイダホ州の
強制収容所に送られ、18 歳になるとアメ
リカ軍に志願し、日系アメリカ人で構成
される第 442 連隊戦闘団にて戦地に赴い
た経験を持つ。同展では 2010 年から現
在までの作品を中心に近作を紹介する。
入場無料。日曜休。
詳細は https://www.nipponclub.org/
■ 明 石 竜 太 郎 と 服 部 真 紀 子 の 個 展

「Coming to Life:Vernal Expressions in 
Clay」＝ 6/16 まで　Joan B Mirviss LTD

（39 East 78th St. Suite 401）同展が日本
国外では初となる明石と服部のふたりの
陶芸家が「自然」にインスピレーション
を受けた生物の命の美しさを表現した繊
細な作品を展示。入場無料。
詳細は http://www.mirviss.com
■個展「キョウヘイ・イヌカイ」＝ 6/25
まで　Japan Society Gerelly（333 E 47th 
St.）日系アメリカ人アーティスト、キョ
ウヘイ・イヌカイ（1913 〜 85）の美術
機関では初めてとなる個展。1960 年代後
半から 80 年代にかけて制作された 100
点以上の作品と晩年の作品を展示。油彩
の抽象画や遊び心のあるシルクスクリー
ンなど、さまざまな作品を紹介する。入

場料：一般 $12、学生・シニア $10、JS
会員・16 歳以下は無料。
詳細は http://www.japansociety.org
■ ま つ 毛 サ ロ ン Jewell House 

“Yoshieyelash”（ 東 21 丁 目 46 番 地 ３
階）は 23 日（火）午後６時から８時ま
で、Art Lives Here とアーティストのロ
バータ・ファインバーグとのコラボ企
画「Artist walkthrough of the exhibition 
Escape to Freedom」を開催する。　同
サロンでは３か月に一度、サロン内ギャ
ラリースペースにコラボレーターを迎え
て作品展やワークショップを行っている。
予約・詳細はウェブサイト https://www.
jewellhouse.nyc/ を参照。

第
2
回
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
　
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
で

PHOTO
NEWS

ニューヨーカーの声

I ♥JAPAN

　
13
日
、
午
後
１
時
か
ら
セ
ン

ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
は
、
日

米
交
流
の
さ
ら
な
る
促
進
と
日

系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図

り
つ
つ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
感

謝
の
意
を
表
し
、
未
来
世
代
へ

と
交
友
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年

も
90
を
超
え
る
団
体
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
や
日
本
食
を
楽
し
み
に

多
く
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。

　
当
日
は
天
候
も
よ
く
、
お
神

輿
や
和
太
鼓
、
武
道
な
ど
の
披

露
に
、
日
本
食
や
ヨ
ー
ヨ
ー
風

船
を
片
手
に
歩
く
人
々
が
ま
る

で
日
本
の
夏
祭
り
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。
Ｎ

Ｙ
で
Ｉ
Ｔ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
働
く
ア
レ
ッ
ク
ス
・
コ
ロ
ン

さ
ん
︵
44
︶
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド

に
つ
い
て
知
り
、ク
リ
ス
テ
ィ
・

ヤ
マ
グ
チ
氏
を
一
目
見
よ
う
と

訪
れ
て
い
た
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

や
か
ら
揚
げ
を
楽
し
ん
で
、
着

物
や
浴
衣
等
の
日
本
の
文
化
的

な
衣
装
に
感
動
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
と
し

て
働
く
レ
テ
ィ
ー
ナ
・
シ
ル
バ

さ
ん
︵
28
︶
は
、﹁
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
！
﹂
と
笑
顔
で
語
っ
た
。
ド

ラ
え
も
ん
な
ど
日
本
の
ア
ニ
メ

や
す
し
に
手
巻
き
、
麺
な
ど
の

日
本
食
に
な
じ
み
が

あ
り
、
か
ね
て
か
ら

日
本
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
と
い
う

シ
ル
バ
さ
ん
は
、
特

に
日
本
の
美
し
さ
の

感
覚
は
魅
力
的
だ
と

い
い
、
パ
レ
ー
ド
参

加
者
の
舞
い
や
音
楽

が
好
き
だ
と
話
し

た
。
ジ
ャ
マ
ー
ル
・

シ
ン
ク
レ
ア
さ
ん

︵
30
︶
は
、
大
人
気

ア
ニ
メ﹁
鬼
滅
の
刃
﹂

の
主
人
公
、
竈
門
炭
治
郎
の
コ

ス
プ
レ
で
観
覧
し
、﹁
最
高
の

イ
ベ
ン
ト
だ
﹂
と
話
し
た
。
特

に
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
が
好
き
で

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
に
頻
繁
に
足
を
運
ぶ
シ

ン
ク
レ
ア
さ
ん
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド

を
知
り
日
本
文
化
を
楽
し
み
に

来
た
と
い
う
。
人
々
の
注
目
を

集
め
な
が
ら
、
パ
レ
ー
ド
参
加

者
の
楽
し
む
姿
を
み
て
い
る
と

元
気
が
出
る
と
話
し
て
い
た
。

　
本
紙
取
材
班

　
ペ
ン
・
中
村
恵
理

　
写
真
・
植
山
慎
太
郎

　
　
　
　
三
浦
良
一

◀

 
レ
テ
ィ
ー
ナ
・
シ
ル
バ
さ
ん(

写
真
右)

日
本
文
化
に
感
動

フ
ー
ド
も
楽
し
む

▶  Japan Fes と の
コラボで食のテン
トが倍増、NY 市民
が楽しんだ

鼓舞のダイナミックな演奏（写
真上）と慶応義塾 NY 学院（高等
部）のチアリーダーたち（同右）

空
手
の
型
を
披
露
す
る
誠
道
塾

ジャパン・パフォーミングアーツの阿波踊り

歩
く
芸
術
家

mailto:seminar@us-lighthouse.com
http://www.ninthavenuefoodfestival.com
https://www.nipponclub.org/
http://www.mirviss.com
https://www.nipponclub.org
https://www.morrischoralsociety
http://www.japansociety.org
https://bit.ly/SHINGAKU23SP
https://www.jewellhouse.nyc/
https://www.japanfes.com/japanmonth
http://militarynews.com/app/fleetweeknewyork/
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オ
ー
プ
ン
カ
ー
か
ら
手
を
振
る
森
大
使

祭 日本
Thank you New York!
Japan Parade 2023

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
が
来
米

ラ
イ
ブ
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

お神輿を担ぐ NY 茨城県人会の皆さん

ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
に
大
人
気
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ

会場のメディア取材でポーズする「NARUTO- ナル
ト -」。左からはたけカカシ（君沢ユウキ）、うずま
きナルト（中尾暢樹）、春野サクラ（伊藤優衣）

　
パ
レ
ー
ド
に
は
、
日
本
か
ら

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
ラ
イ
ブ
・
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

﹁N
A

R
U

T
O

-

ナ
ル
ト
﹂
を
迎

え
た
。
同
作
品
は
ア
ニ
メ
を
原

作
に
し
た
２
０
１
５
年
3
月
初

演
の
舞
台
化
作
品
で
、
当
日
は

う
ず
ま
き
ナ
ル
ト
︵
中
尾
暢

樹
︶
、
春
野
サ
ク
ラ
︵
伊
藤
優

衣
︶
、
は
た
け
カ
カ
シ
︵
君
沢

ユ
ウ
キ
︶
が
登
場
し
た
。
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
前
で
フ
ロ
ー
ト
を

降
り
た
ナ
ル
ト
は
、
レ
ッ
ド
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
今
回
１
回
限

り
の
特
別
格
闘
ア
ク
シ
ョ
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
沿

道
の
フ
ァ
ン
か
ら
大
歓
声
を
受

け
た
。

　
う
ず
ま
き
ナ
ル
ト
の
中
尾
さ

ん
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ

ん
が
、
ナ
ル
ト
の
こ
と
を
す
っ

ご
く
好
き
だ
な
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
、
僕
た

ち
も
熱
く
な
っ
て
ア
ク
シ
ョ
ン

も
と
て
も
楽
し
く
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
愛
を
感
じ
ま
し
た
﹂

と
話
し
、
世
界
中
で
人
気
の
理

由
に
つ
い
て
は
﹁
忍
者
と
か
、

勇
気
と
か
、
汗
と
か
正
義
と
か

日
本
が
す
べ
て
詰
ま
っ
て
い
る

と
こ
と
が
ウ
ケ
て
い
る
の
だ
と

思
う
﹂
と
答
え
た
。
ま
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
の
パ
ワ
ー

に
つ
い
て
は
た
け
カ
カ
シ
役
の

君
沢
さ
ん
は
﹁
こ
こ
で
見
る
と

す
ご
い
パ
ワ
ー
で
す
よ
ね
、
皆

さ
ん
の
顔
を
見
て
安
心
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
多
く
の
日
本
の

人
た
ち
が
い
る
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
﹂
と
感
想
を
述
べ
て

い
た
。

  

森
大
使
は
パ
レ
ー
ド
後
、
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。
﹁
沿
道
の

お
客
さ
ん
が
去
年
に
も
ま
し
て

多
く
な
っ
て
い
て
す
ご
く
嬉
し

い
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
た
ち

に
日
本
の
文
化
、
日
本
の
も
の
、

日
本
の
人
た
ち
を
見
に
来
て
も

ら
え
て
と
て
も
幸
せ
だ
。
パ
レ

ー
ド
は
、
個
人
的
に
は
毎
年
と

い
う
よ
り
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
っ

て
も
い
い
か
と
思
う
が
、
い
ろ

ん
な
組
織
を
ど
う
組
み
立
て
る

の
か
、
資
金
を
ど
う
集
め
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
や
皆
さ
ん
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
実
現
し
て

い
る
も
の
な
の
で
、
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
虚
心
坦
懐
に

考
え
た
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

人
た
ち
に
日
本
文
化
を
み
て
も

ら
え
た
だ
け
で
な
く
日
本
の

方
々
に
も
日
本
が
こ
れ
だ
け
頑

張
っ
て
い
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
も
こ
れ

だ
け
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え

た
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
。
コ
ロ
ナ
後
の
地
方
の
国

際
交
流
の
促
進
と
活
性
化
か

ら
、
地
方
色
を
全
面
に
出
し
た

フ
ー
ド
を
出
し
、
東
京
、
大
阪
、

京
都
だ
け
で
は
な
い
日
本
の
地

方
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
、
認
知
度
を
高
め
た
い
と

い
う
意
味
で
地
方
を
テ
ー
マ
に

し
た
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
に
し
た
。

　
日
本
の
存
在
感
を
高
め
る
と

い
う
意
味
で
は
、
具
体
的
に
日

本
の
心
配
り
や
気
配
り
、
細
や

か
さ
や
丁
寧
な
仕
事
は
目
立
た

な
い
特
徴
な
の
で
、
と
も
す
れ

ば
、ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
に
は
、

そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ

る
。
日
本
人
と
い
う
お
と
な
し

い
人
た
ち
が
い
て
、
あ
あ
そ
う

で
す
か
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
に
止
ま
ら
ず
、
日
本

人
、
日
本
企
業
が
こ
う
い
う
も

の
を
作
っ
て
き
て
、
あ
な
た
た

ち
に
も
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
あ
る

ん
だ
よ
、
こ
れ
だ
け
社
会
に
溶

け
込
ん
で
い
る
ん
だ
よ
と
日
本

の
良
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た

い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ジ
ャ
パ

ン
パ
レ
ー
ド
を
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
っ
た
試
み
が
、
ア
メ
リ

カ
全
土
に
広
が
り
、
ア
メ
リ
カ

人
だ
け
で
な
く
日
本
人
、
日
系

人
の
励
み
に
な
る
よ
う
に
な
れ

ば
望
外
の
喜
び
だ
﹂

昨
年
以
上
の
人
出

日
本
の
頑
張
る
姿
Ｐ
Ｒ

https://aantcinc.com/
https://hinomaru-limo.com/



